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岐 阜 大 学 長
森 脇 久 隆

平成��年度連合大学院新入生の皆さん｡ 入学おめでとう
ございます｡ 本日､ 連合農学研究科��名､ 連合獣医学研究
科��名の新入学者を迎えることは､ 私どもにとってこれ以
上ない喜びであり､ 連合大学院の教職員を代表して心から
歓迎します｡ 皆さんの入学の喜びと勉学の意欲を私どもも
頂戴し､ 一緒に新たな勉強の場につくことができるという
嬉しい気持ちで一杯です｡ さらにこの場をお借りして､ 今
日まで皆さんを支えて下さった保護者の皆様､ 諸先輩方に
も衷心よりお祝い申し上げたいと思います｡ なお岐阜大学
を基幹校とする連合大学院にはもう一つ連合創薬医療情報
研究科がありますが､ こちらの入学式は既に４月７日に終
了しています｡

さて連合農学研究科は静岡大学と岐阜大学で構成され､
本日､ 前田千尋理事､ 糠谷 明農学研究科長､ 橋本 登農
学部事務長にご臨席頂いています｡ また連合獣医学研究科
は帯広畜産大学､ 岩手大学､ 東京農工大学と岐阜大学で構
成され､ 岩手大学から佐藤 繁農学部共同獣医学科教授､
東京農工大学から堤 正臣理事／副学長がお出で下さいま
した｡ 年度初めのお忙しいところ誠に有難うございます｡

近年､ 農学､ 獣医学を取り巻く環境は急速な変化を遂げ
ています｡ 特に国際標準の確立は､ 自国産農畜産物の拡大
を図る各国にとって死活問題であり､ 品質保証の明示に向
けた要請は高いものがあります｡ 岐阜大学は連合の基幹校
として連合大学院を中心に一層広い科学連携で取り巻く環
境を提供すべく､ 整備を開始しています｡ 私どもの敷地内
には医学部・附属病院があり､ 岐阜薬科大学の高学年用校
舎､ 研究施設も同居しています｡ さらに岐阜県中央家畜保
健衛生所の大学敷地内への移転新築も決まり､ 農､ 獣医､
医､ 薬連携による､ また地方自治体のみでなく県下の企業､
事業体も一体となった産官学による農学､ 獣医学の総合セ
ンター化を視野に入れています｡ その目指すところは先に
申し上げた農畜産品の品質保証であり､ アニマル・ウェル
フェアも視野に入っています｡ 新入生の皆さんには拡大を
続けるこのような環境をどうぞ十分にご利用頂き､ 修了時
に高度専門職業人であるべく､ 勉強していただきたいと思
います｡

また社会の根源として､ たとえば森林資源の守護は水資
源のそれとともに環境保護の中心にあります｡ ｢環境と水､
安全はただではない｣ というのは国際的に常識ですが､ 日
本では十分理解されていません｡ この事実は逆に､ 日本が
いかに素晴らしい環境状況にあったか､ あるいは現在ある
かを示すものかも知れません｡ 農学が大きく寄与してきた
このような状況を､ 科学的に国民にあまねく知っていただ
き､ 森林環境などの確立・維持に関するノウハウを世界に
発信し実践していくことも､ また皆さんの責務となってく
るものと思います｡

本日入学の皆さんは様々な入学の動機､ あるいは社会か
らの要請を受けて､ 本日ここにいるのだと思います｡ それ
ぞれが修了時の到達目標を常に確認し､ 社会に貢献する高
度専門職業人となられることを祈念し､ 皆さんへの告辞と
します｡

平成��年４月��日
岐阜大学学長 森脇 久隆
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Reviews in Agricultural
Science編集長より

岐阜大学大学院
連合農学研究科客員教授

森 誠

農学関連の総説専門電子ジャーナルである“�������

��	
���������������”は今年度から発行形態が大き
く変わりました｡ これまでは岐阜連大の関係者に限って投
稿を受け付けていましたが､ 日本全国６連合農学研究科の
関係者､ すなわち在学生､ 修了生､ 教育職員､ および６連
大��構成大学と提携を結んでいる海外の大学や教育研究機
関の関係者も投稿できるようになりました｡ これに伴い､
これまでは岐阜大学と静岡大学の代議員会委員で構成され
ていた編集委員会に６連大の先生方にも参加していただく
ようになりました｡
総説誌の編集というのは簡単ではありません｡ 原著論文

の場合の読者は､ 専門分野が近い研究者に限られますが､
総説ではより幅広い読者層を想定しなければなりません｡
さまざまな領域の多くの人たちに読んでいただけるよう､
誰にでもわかるように書くということが重要になってきま
す｡ 担当編集委員や査読者はその点に重点を置いて､ 執筆
者にコメントをつけなければなりません｡ これまで
“���������	
���������������”に掲載された総説
をみると､ 環境科学や生命科学をはじめ非常に幅広い学問
分野で､ 基礎から応用まで多岐にわたっていますが､ 専門
外の読者にも現状がどうなっていて何が問題点なのかがわ
かりやすく解説されています｡ 執筆者だけではなく担当編
集委員や査読を引き受けてくださった先生方のご尽力は並
大抵ではなかったと思いますが､ このような努力の積み重
ねによって“���������	
���������������”が世界
をリードする総説誌に育ってゆくものと期待しています｡
総説の目的はすでに出版されている論文を評価して､ 将

来に向けての展望を示すことにあります｡ ひと昔前までは､
関係するすべての論文を網羅した完璧な文献リストを作る
ことが必須のようでしたが､ 今ではキーワードを入力すれ
ばだれでも関連論文を簡単に探すことができるようになっ
てきました｡ そこで最近の総説では､ 重要な論文を執筆者
の判断で取捨選択した上で評価してまとめるということに
重点が置かれるようになってきました｡ その際､ 批判的に
評価して建設的な結論を導き出すことが求められているよ
うです｡
さらに“���������	
���������������”が他の総
説専門誌と違う特徴は､ 学生の教育の一環として発行され
ているという点です ｡ 学位論文の緒論 (�������

�����������) は学生が一番力をいれて書く部分です｡ た
とえ指導教員から与えられた研究テーマであっても､ ３年
間の在学期間中は集中してそのテーマに取り組んでおり､
総説が書けるくらいに精通しているはずです｡ もはや指導
教員から一方的に与えられた研究テーマではありません｡
自分のものとなった研究を広く総合的に捉えて位置づける
能力や､ 自分の研究の重要性を総説という形で世界にアピー
ルする能力が身についているはずです｡“���������

	
���������������”はそれを具体化する場を提供しよ
うということです｡
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平成26年度における研究科の活動

岐阜大学大学院連合農学研究科長
千 家 正 照

平成��年度から２年間､ 前研究科長鈴木文昭教授のリー
ダーシップの下で本研究科の代議員会委員として勉強させ
て頂きましたが､ 平成��年４月１日から鈴木先生が任期半
ばにして国際・広報担当理事になられ､ 急遽､ 研究科長
(８代目) の重責を担うことになりました｡ 就任当初は､
心の準備が不十分なまま､ 毎日の行事を消化することに追
われていましたが､ 月日が経つにつれ､ 鈴木先生が構想し
ていた連大の将来像が頭の中でイメージできるようになり､
今はその実現に向けて具体的な行動を開始しています｡ 広
報の紙面を利用いたしまして､ 慌ただしく過ぎ去りつつあ
るこの一年間の活動を整理しました｡ ご一読いただき､ 皆
様からの忌憚のないご意見が頂ければ､ 今後の取り組みに
生かしていく所存ですので､ よろしくお願いいたします｡

１. カリキュラムの一部変更
本年度の新しい取り組みは以下の３点であります｡

1) ｢科学英語ライティング｣ の講義を新設しました｡ 講師
としてスリカンタ先生をお招きし､ 履修生の専門分野に関
連する総説論文を英語で書く演習を行います｡ 優れた内容
の総説論文は本研究科が刊行している����	
��(�������
����
��	�	
��������) に投稿致します｡ この講義の
目的は､ 単に英語論文を書く能力を高めるだけではなく､
多くの学術論文の読解を通して､ 幅広い専門分野の知識と
理解力を養成するものであります｡
2) ｢農学特別講義Ⅲ｣ の内容を大きく変更しました｡ 南部
アジア地域の協定大学と形成している農学系博士教育連携
コンソーシアム (｢�������｣ という｡) 加盟大学で教員
として活躍している本研究科の修了生やデュアル���ディ
グリー・プログラムの連携指導教員などを講師とし､ 対面
および多地点遠隔講義システムを利用して英語による講義
を行います｡ 自分の専門分野にとどまらず､ 幅広い興味と
視野を養成します｡
3) ｢研究インターンシップ｣ の内容を充実させました｡ ���
����加盟大学で海外インターンシップが実施できるよう､
履修学生に対し� 万円を上限として渡航費等の支援を行い

ました｡ また､ 年度末にはインターンシップ報告会を開催
し､ インダストリー部会の企業の方々とともに報告内容を
評価し､ 今後のインターンシップの在り方について検討致
します｡
現行のカリキュラムの課題として以下のことが挙げられ

ます｡
本研究科は単位制をとっており､ 学生は��単位を習得す
ることが修了要件となっています｡ 必修科目として､ 総合
農学ゼミナール２単位､ メンタルヘルス・フィジカルヘル
ス!" 単位､ 研究者倫理・職業倫理!" 単位､ 特別研究６単
位の計９単位と､ 選択科目ではありますが､ 主指導教員の
特別講義１単位､ 第１副指導教員の特別ゼミナール１単位､
第２副指導教員の特別演習１単位の計３単位を履修すれば､
他の選択科目 (例えば､ 上記�) ～#$の科目) を一切履修
しなくても修了要件を満たします｡ 英語力の向上や､ 幅広
い分野に対する関心と理解力を養成するためにも､ より多
くの選択科目を履修するようにガイダンスで指導するとと
もに､ 今後､ カリキュラム全体を見直す必要があると思い
ます｡

２. 入試制度の新設
新しい選抜方法として ｢外国人特別入試｣ の制度を設け
ました｡ �����加盟大学��校から推薦された修士課程修
了生などを対象に随時入試を行う制度であります｡ 選抜方
法は原則として対面形式の面接で行いますが､ 出身大学に
おいてテレビ会議システムを使用したテレビ面接を行うか､
電子メールによる面接を行い､ 渡日前入試を可能にしまし
た｡ このような新制度の導入によって､ 入学～修了までの
時期が異なる海外の大学からでも柔軟に対応でき､ 優秀な
留学生の確保が可能となりました｡

３. インダストリー部会の活動
一昨年度から､ 本研究科修了生の受入れ経験のある近隣
企業５社､ 連農のキャンパスコーディネーター (杉本勝之
氏) と海外連携コーディネーター (加藤晴也氏)､ 研究科
長､ 専任教員､ 研究科長補佐 (光永教授) と連農係からな
るインダストリー部会を立ち上げています｡ 本年度の活動
内容として､ 企業の方々を本研究科で開講している連大セ
ミナー､ 総合農学ゼミナール､ 職業倫理などの講師として
お招きし､ 企業紹介や近年の研究内容について講義して頂
いたり､ さらに､ 年度末には研究インターンシップの報告
会に参加し､ 学生たちの育成度を評価することによって本
研究科の教育プログラムに対するご提言を頂く予定であり
ます｡
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４. 南部アジア地域における農学系博士連携教育コンソー
シアム (IC-GU12) の活動
�������とは､ �	��年に前研究科長鈴木文昭教授が提

唱して設立された教育連携のためのコンソーシアムのこと
で､ その目的は日本人学生および若手教員の実践的国際力
の育成､ 留学生の博士教育と帰国後の継続的共同研究の推
進による双方の研究力の向上にあります｡
８月４日 � には､ この�������加盟大学の代表者を招
聘し､ 第３回の円卓会議を開催しました｡ ７カ国��大学と
国内の岐阜大学と静岡大学の２大学の計�
大学から��名の
出席の下､ 本年度以降の�������の活動方針について議
論した後､ 全加盟大学の代表者によって協定書に調印が行
われました｡ 確認された主要な活動方針は､ ①共同研究拠
点の整備､ ②デュアル��ディグリープログラム (��)
の締結､ ③サンドイッチプログラムの推進､ ④広報による
活動情報の共有化などであります｡
翌８月５日 � には国際シンポジウムを開催し､ 招聘し

た��大学の教員による講演と､ 本学の流域水環境リーダー
育成プログラムとのジョイントポスターセッションを開催
し､ 本研究科の学生と､ 岐阜大学､ 静岡大学の修士課程の
学生との研究交流を図りました｡

５. 南部アジアプロジェクトの活動
文部科学省への概算要求が採択され､ 平成��年度から３

か年間､ �������活動のための経済的な支援を受けるこ
とになり､ 本年度が一年目となります｡ 本プログラムの正
式名称は､ ｢南部アジア地域における農学系博士教育連携
コンソーシアム形成を基盤とした生命・生物資源科学高度
専門職業人養成プログラム－大学の国際化と地域活性化の
融合プログラム－｣ であり､ 我々は ｢南部アジアプロジェ
クト｣ と呼んでいます｡ 研究科長補佐の光永徹教授が中心
となって､ 以下のような､ 色々な活動を積極的に推し進め
ています｡
1) 研究拠点の整備
�������加盟大学との教育・研究連携を推し進めるた
めの環境整備として､ 本年度は､ インドネシアのボゴール
農科大学に天然物化学分野､ スブラス・マレット大学に環
境科学分野の研究拠点として､ それぞれ共同実験室を設置
します｡ すでに､ ��月２日にボゴール農科大学のバイオファ
ルマーカ研究所において共同実験室の開所式を行いました｡
来年度以降は､ ダッカ大学に生化学分野の研究拠点を設置
する計画があり､ 他の協定大学にも順次､ 研究拠点を設け
ていく予定であります｡ これらの研究拠点は､ 本研究科の
学生が､ 海外での研究インターンシップを実施するときに
大きな役割を果たすものと期待しております｡
2) 研究ワークショップの開催
��月１日にインドネシアのボゴール農科大学 (��) の
主催で��コンベンションセンターにおいて､ 天然物化学

をメインテーマとした国際ワークショップを開催致しまし
た｡ ������������������������学長と森脇久隆岐
阜大学学長の基調講演の他､ 両大学に所属する４名の教員
による研究紹介､ 本研究科３年の山内恒生さんによる研究
インターンシップの成果発表､ インダストリー部会のメン
バーである一丸ファルコス株式会社のアルナシリ氏やイン
ドネシアの地元企業である���の��� �!"��#��!��
による企業紹介などが行われました｡ その後の情報交換会
では､ ��の修士学生や多くの研究者との研究交流が行
われ､ グローバル化促進のため現地産業界との交流の場と
なりました｡ このワークショップ開催には､ 海外コーディ
ネーターとして本学客員教員の加藤晴也氏､ 及び本研究科
の修了生で��の教員でもありますイルマニダさんにご尽
力頂きました｡ なお､ 来年度は､ インドネシアのスブラス・
マレット大学において環境科学の研究ワークショップを開
催する予定です｡
3) 教員及び学生の交流
本研究科と�������加盟大学との間で教員の交流を積
極的に行いました｡ 本研究科の教員��名を加盟大学に派遣
し､ 講義や実験による現地の学生の教育に参加するととも
に､ 本研究科の広報を実施致しました｡ また､ 加盟大学の
教員��名を招聘し､ 本研究科教員との共同研究の打合せを
行うとともに､ 農学特別講義Ⅲの講義を行いました｡ さら
に､ 本研究科の学生を協定大学に派遣し､ 海外での研究イ
ンターンシップを実施しました｡ 本年度は
名が参加し､
２月�$日に報告会を実施致します｡ この活動にご協力いた
だいた本研究科及び加盟大学の多数の先生方には心より感
謝申し上げます｡
4) e-journalの展開
�	�%年に発刊した��&�����"( �'��(!��)*��+�"����"

�+���+�) は２年目を迎えました｡ 本誌創刊にご尽力いた
だいた静岡大学名誉教授の森誠先生を新たに岐阜大学客員
教授としてお迎えし､ 編集長としてご活躍頂いております｡
現在までに�	編の総説論文が掲載され､ 当初の計画より投
稿数は少ないものの､ 他の連合農学研究科からの期待が大
きく､ 本年度からは６連大の関連教員で本誌の編集を行う
ことが決まりました｡ 詳細な活動については､ 森先生から
の報告をご参考ください｡

６. IC-GU加盟大学との教育連携の取り組み
�������の活動の中でもご紹介いたしましたが､ ８月
４日に開催いたしました国際会議で大学との間で確認した
教育連携について､ 本年度､ 下記の取り組みを行いました｡
1) サンドイッチプログラムの推進
�������加盟大学に在籍する博士課程学生を､ 約３カ
月間､ 本研究科の特別研究学生として受入れ､ 本研究科の
若手教員が協定大学と連携しながら教育指導を行いました｡
その間に､ 本研究科で開講している英語での講義や研究室
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のゼミナールに参加させ､ 学際的な研究能力を養うととも
に､ 本研究科学生との交流を深めることも本プログラムの
目的の一つであります｡ 本年度は､ ガジャマダ大学､ アッ
サム大学､ スブラス・マレット大学､ ボゴール農科大学か
ら１名ずつ受け入れました｡
2) デュアルPｈDディグリープログラム (DDP) の締結

���とは博士課程学生が自校と相手校に同時に在籍し､
両大学それぞれの指導教員から共同指導を受けて､ 最終的
に両大学の博士の学位を取得する制度であります｡ 両大学
の指導教員は､ 緊密に連絡を取り合って学生を共同指導し､
共同研究を行います｡ 本研究科は�����	
加盟大学	
校
とこの制度の設置に向けて検討を進めていますが､ 本年度
までに５校 (ダッカ大学､ スブラス・マレット大学､ チュ
ラロンコン大学､ 広西大学､ アンダラス大学) と���を
締結する予定であり､ 来年度からこのプログラムの運用を
開始します｡ ���学生に対してはホスト大学の入学金や
授業料を免除する制度を設けていますが､ 生活費等の支援
がなければ優秀な学生の確保は困難であり､ ���学生に
対する奨学金の確保が今後の課題となります｡

７. 予算申請
本研究科の国際化と研究力向上を目指して､ �����	


加盟大学との教育・研究連携をより進展させるために､ 以
下の予算申請を行っています｡
1) 学内の政策経費：IC-GU12加盟大学12校との研究連携
を目的とした論博支援プログラムの構築
南部アジア地域の加盟大学	
校には､ 博士の学位を有さ

ない中堅教員が多く､ 論文博士の学位取得を熱望していま
す｡ 彼らの中には､ すでに多くの研究実績を有し､ 大学の
中でも中心的な役割を担っている優秀な人材が多い｡ そこ
で､ このような博士の学位を持たない教員を対象とし､ 本
研究科の教員が推薦教員となって研究論文指導を行い論文
博士の学位授与を目指すもので､ 本研究科教員との研究連
携を積極的に進めることが目的であります｡ 本申請が採択
されない場合には規模を縮小し､ 研究科長裁量経費を用い
て試行する予定であります｡
2) 学内の政策経費：IC-GU12加盟大学12校における農学
系博士教育連携を目的としたUGSAS-GU方式のサンドイッ
チプログラムの構築

�����	
加盟大学	
校との間にサンドイッチプログラ
ムの創設を目的としています｡ 実践的な博士課程の教育連
携を行うことによって､ 高度な問題解決能力と幅広い学術
的な視野を有し､ 南部アジア地域でリーダーとして活躍で
きる人材を養成します｡ 本プログラムの実践を通して､ 本
研究科の若手教員が協定大学の博士課程の学生を研究指導
し､ 協定大学の指導教員との間に教育連携の機会を創出し､
本研究科の国際性を高めるだけではなく世界で活躍できる
若手教員の育成にも大きく貢献できます｡ 本申請が採択さ

れない場合には規模を縮小し､ 研究科長裁量経費を用いて
試行する予定であります｡
3) 国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラム：
南部アジア地域における農学系博士教育連携コンソーシア
ム活動を基盤とした環境・食糧科学に関するリーダー育成
プログラム
本プログラムで提案した大学院教育コースは､ ２つのコー
ス：博士コース (３年) と修士・博士連携コース (５年)
からなり､ 博士課程は岐阜大学大学院連合農学研究科で､
修士課程は静岡大学大学院農学研究科及び岐阜大学大学院
応用生物科学研究科で行います｡ 学生募集等については､
上記の３つの部局で構成された委員会で計画的に行う予定
である｡ 岐阜大学大学院応用生物科学研究科英語特別コー
スと静岡大学農学研究科グローバル農学人材育成コースの
修士教育と連携することで､ 本研究科へのプログラム接続
が可能となりました｡ 対象とする専門領域は､ 産業界から
の支援が得られにくく､ かつ､ 南部アジア地域で共通の課
題となっている環境科学・食糧科学とし､ この分野のアカ
デミアでリーダーとして活躍する人材などを養成すること
を目的としています｡ とくに､ 博士コースはデュアル�

�ディグリープログラムの優秀な学生を重点的に支援する
計画であります｡ 本申請書の作成にあたり､ 平松研教授､
小山博一教授の絶大なる協力を得ました｡

８. あとがき
まず､ 前研究科長であり､ 現在､ 国際・広報担当理事・
副学長の鈴木文昭教授には､ 全てのことに貴重なご助言を
いただき､ 絶えず見守って頂いたことに､ 厚くお礼申し上
げます｡ また､ この一年間､ 以下に掲げる多くの方々の献
身的な協力を得て､ 本研究科の多くの活動を無事に行うこ
とができました｡ 鈴木徹専任教員 (研究科長補佐)､ 安村
基研究科長補佐､ 光永徹研究科長補佐､ 連合農学係の皆様
(下通室長､ 吉田係長､ 小島さん､ 高橋さん､ 戸本さん､
笠井さん､ 垣添さん)､ 本学応用生物科学部福井博一学部
長､ 静岡大学大学院農学研究科糠谷明研究科長､ 本学応用
生物科学部花瀬事務長､ 静岡大学農学部橋本事務長､ 三井
係長､ 川�係長､ 薮崎さん､ 桟敷さん､ そして代議員会委
員の諸先生 (大野始先生､ 土井守先生､ 平松研先生､ 澤田
均先生､ 光永徹先生､ 上野義仁先生､ 小川直人先生) には､
この場をお借りいたしまして､ 心よりお礼申し上げます｡
最後に､ 本研究科の国際化を進めるに当たり､ �����

	
の活動を中心として多くの先生方の献身的なご協力があ
りました｡ また､ その活動に必要な予算のかなりの部分は
皆様からお預かりしている研究科長裁量経費によるもので
あり､ この予算執行に同意してくださった本研究科の先生
方には､ 心よりお礼申し上げます｡
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南部アジア地域における農学系博士
教育連携コンソーシアム形成を基盤
とした生命・生物資源科学高度専門
職業人養成プログラム

－大学の国際化と地域活性化の融合プログラム－

概要：南部アジア地域10大学と形成する農学系博士教育連
携コンソーシアムを中心に､ 国内地域企業とも連携を図り
ながら､ グローバルに活躍できる高度専門職業人を養成す
るとともに､ 大学の国際化を通じて地域企業の活性化を図
る新しい事業スキームモデルの構築を行う｡
事業実施主体：連合農学研究科､ 農学系博士教育連携コン
ソーシアム参加機関 (ダッカ大学､ アッサム大学､ インド
工科大学グワハティ校､ アンダラス大学､ ボゴール農科大
学､ ガジャマダ大学､ スブラス・マレット大学､ チュラロ
ンコン大学､ カセサート大学､ ハノイ工科大学､ コンソー
シアム後援会インダストリー部会構成地域企業５社)
事業計画期間：平成26年度～平成28年度 (３年)
概算要求額：平成26年度概算要求額 24,929千円

(事業実施経費総額 125,729千円)

１. 事業の必要性
【目的・目標】
アジア諸国を初めとした発展途上国が､ 現在急激な人口

増加と経済発展を続けていることとは対照的に､ 我が国は
超高齢化と若年人口の減少の最中にある｡ 我が国が今後経
済成長を続けていくためには､ 優秀で活力ある若手人材を
育て､ アジア諸国と有機的に連携しながら､ その成長エネ
ルギーを取り込んでいくことが必要不可欠である｡
南部アジア地域は､ 世界の農・工業生産の成長センター

であると共に､ 豊かな自然と未利用の生物資源・天然資源
の宝庫である｡ また､ 急速な人口増加と経済発展を背景に､
高等教育の必要性も高まってきており､ 農・工学分野にお
いて多くの学生を日本ならびに欧米の大学の博士課程に積
極的に優秀な人材を送り込んできている｡ 産業振興と高等
教育についてアジア諸国の日本に対する期待は非常に大き
く､ これらをリンクした形の具体的なアクションを強く求
めている｡ こういった中で､ 博士課程の教育に求められる
役割は増々大きくなってきている｡
一方､ 我が国の経済の今後の発展には南部アジア地域へ

の展開が不可欠で有ることは十分に認知されているにもか
かわらず､ 地方にある多くの中堅・中小の企業においては､

博士課程修了者を十分に活用するに至っていない｡ また､
豊かな日本の中で育った現代の若者が､ 世界に向かって果
敢に挑戦できる実践力をもった人材として育成するための
新たな教育のシステム化が急務である｡
本事業は､ 岐阜大学大学院連合農学研究科がこれまで培っ
てきた教育と研究､ 人材育成の経験と実績をもとに､ 南部
アジア諸国の有力な協定大学との教育における実践的相互
協力連携と県内を中心とした中堅・中小企業との連携をリ
ンクさせて教育相乗効果を狙い､ 高度な問題解決能力と広
い学術的な視野を持ち､ 南部アジア地域で活躍するリーダー
の養成を目標としている｡
また､ これまでに国際交流の実績のある南部アジア地域
を舞台として､ ｢大学の国際化を通じて地域企業を活性化
する新たなシステム｣ を構築し､ 大学と地域社会の持続的
な発展に貢献する新しい事業スキームを確立し､ 全学で共
有するとともに､ 全国の大学にモデルケースとして発信し
ていくことを目的としている｡

【必要性・緊急性】
近年南部アジア地域は､ 経済成長がめざましく､ 2012年
のアジアの実質経済成長率では､ タイ､ インドネシア､ バ
ングラデシュ､ ベトナム､ インドなどが日本を上回るなど､
今まさに勢いよく成長している地域である｡ (出典IMF-
World Economic Outlook Databases)
これらの地域は､ 従来からODAや企業の進出などを通
して我が国と密接な関係を持っている｡ 我が国が､ この地
域を市場・生産基地・開発拠点として取り込むことは､ 食
品・医薬などの生命科学産業や､ 農・林・水産業やバイオ
マス資源を生産・加工する生物資源産業にとって極めて重
要かつ緊急な課題である｡ しかし､ これらの地域における
日本の優位性は､ 中国の目覚ましい経済発展や欧米諸国の
グローバル化に比して盤石なものではなくなりつつある｡
特に海外展開が不十分な国内の中堅企業や大多数の中小企
業にとって､ このような状況は看過できない重要な問題で
あるが､ 海外展開を進めるために必要な人材､ 情報､ ノウ
ハウ等をもたない企業が多く､ 躊躇しているのが実情であ
る｡ 本学が立地する岐阜県-東海4県においても､ タイやベ
トナムなど南部アジアへの海外展開に関心を寄せている企
業は多いが､ ｢岐阜県企業海外展開実態調査 (ジェトロ岐
阜)｣ では､ その問題点として人材や現地の情報不足､ 言
語が大きな壁となっているという調査結果が示されており､
地域産業界からも南部アジアを中心に海外展開等を牽引し
ていくことができる高度専門職業人の養成が求められている｡
一方､ 従来の博士課程教育は､ 研究者養成の場としての
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性格が強く､ それぞれの研究室で行う研究活動に依存する
など､ 実際の教育が狭い範囲の専門分野に陥りがちである｡
平成23年１月の中教審の答申 『グローバル化社会の大学院
教育～世界の多様な分野で大学院修了者が活躍するために
～』 では､ ｢大学と産業界との間において､ 大学院が養成
する人材像と産業界の評価や期待に関する認識の共有が十
分でなく､ 修了生が産業界の様々な分野で活躍する多様な
キャリアパスが十分に開かれているとは言えない｣ という
博士課程教育における問題点が指摘されている｡ 現在産業
競争力会議などにおいても､ グローバル人材の必要性や大
学と産業界との人材像のミスマッチの解消について議論さ
れており､ 今後は大学のみならず学生自身も自己改革が迫
られている｡
また､ 去る平成24年11月に開催された日本・インドネシ

ア学長会議 (名古屋大学) において､ インドネシア政府は
日本の大学に対して ｢対話｣ をキーワードとする信頼関係
の中で､ 強い支援を求めてきている｡ この会議の中で､ 本
研究科が取り組んでいるコンソーシアム形成についての分
科会を担当したことで､ インドネシア政府及びインドネシ
ア参加大学 (40大学) に広く認知される結果となり､ 大き
な期待が寄せられることとなった｡
このように､ 地域の産業界からは､ 急速に押し寄せるグ

ローバル化に早急に対応するため､ 即戦力となる高度な専
門職業人の養成が求められており､ 海外からも今後の事業
展開に大きな期待が寄せられている｡ 本事業は､ これらの
社会的な要請や多くの期待に応えるために緊急性や必要性
の高い事業である｡

【独創性・新規性等】
平成24年７月に､ これまで連携により関係を深めてきた

南部アジア地域６か国の大学を招き､ 国際会議及びシンポ
ジウムを開催して本学及び南部アジア地域の10大学で構成
する ｢農学系博士教育連携コンソーシアム｣ (以下コンソー
シアムという｡) の締結に向けた議論を行い､ これまでに
10大学の農学系研究科の参加表明を受けた｡
また､ 地域の企業との連携を目的として本研究科が独自

に配置した ｢キャリアパスコーディネーター (客員教授)｣
を中心に､ 南部アジア地域への進出に実績や関心があり､
博士教育に理解がある地域の複数の企業に呼びかけ､ 本コ
ンソーシアムへの企業支援グループを組織化したインダス
トリー部会を設置し､ 国内外のインターンシップ等の支援
体制を整備した｡
本事業は､ この農学系博士教育連携コンソーシアムと岐

阜・東海地区の企業５社からなるコンソーシアム・後援会
インダストリー部会の二つの連携協力組織を中核に､ 南部
アジア諸国の協定大学に所属する本研究科修了生のネット
ワークを最大限に有効活用しながら実施する｡ さらに､ 今
年度 (平成25年度) から､ 海外の大学､ 企業のネットワー

クを拡充､ 強化していく事を目指し､ ｢海外連携コーディ
ネーター (客員教授)｣ を新たに招聘しており､ 今後はこ
れまで以上に教育研究の国際化を加速していく予定である｡
本事業はこのように､ 本研究科の大きな特色でもある南
部アジア地域における強固なネットワークを活かして構築
したコンソーシアムを中心に､ さらに新たな取組みとして
地域企業との連携を図りながら､ 南部アジア地域で活躍で
きる生命・生物資源科学高度専門職業人を養成する極めて
独創性の高い事業である｡
また､ 大学の国際化と地域活性化を融合させた事業モデ
ルは､ 南部アジアに限らず､ 他の地域においても広く適用
することが可能である｡ すなわち本事業は､ それぞれの特
色を活かした国際化や人材養成の高度化､ 地域の拠点化を
進める大学等教育研究機関と､ 海外展開を必要とする地域
の企業とが､ それぞれの目的を達成するために互いに協力
しあい､ 地域経済の活性化及び地域社会の持続的な発展に
も貢献する､ これまでにない新しい事業スキームのモデル
を提案する点においても､ 新規性が高い事業である｡

【第２期中期目標及び中期計画との関連性】
本事業は､ ｢学び､ 究め､ 貢献する｣ 地域に根ざした国
立大学として､ ｢教育と研究の特性を生かした大学の国際
化を推進し､ 学生や教職員の国際的通用性を高め､ 地域社
会の活性化に貢献する｡｣ と掲げた岐阜大学の目標の実現
に向けて実施するものである｡
具体的には中期計画において ｢国際交流プログラムを整
備し､ 国際的な教育・研究活動を展開する｣ ｢質の高い教
育を行う観点から､ 他大学との連携を行う｣ ｢協定大学を
はじめとした世界の大学・研究機関との人的交流や共同研
究等を推進する｣ と定めた各事項を､ 事業として具現化し､
中期目標における ｢学生の自立的学習､ コミュニケーショ
ンを促進する環境整備及び学習支援体制を整備し､ 充実さ
せる｡｣ 及び ｢地域社会連携､ 地域社会貢献｣ の達成に貢
献する事業と位置付けられる｡

【機能強化への取組との関連性】
我が国の農学は､ 食糧生産・生物資源の利用・環境の保
護などの分野で先導的な教育・研究を行ってきており､ 岐
阜大学大学院連合農学研究科もこの一翼を担い､ これまで
20年の歴史の中で約700名の修了生を輩出してきた｡ この
内､ 約半数がアジア地域からの留学生 (うち４割が女性)
であり､ その多くは各国の大学教員､ 農業､ 生物生産分野
でリーダーとして活躍している｡ また､ 大学間協定､ 部局
間協定によって多くの南部アジア地域の大学と連携し､ 研
究と人材養成を行ってきた｡
本事業の中心となるコンソーシアムは､ 本研究科のこの
ような実績が南部アジア地域を中心とする各大学において
高く評価され､ 本研究科の特色である南部アジア地域にお
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ける修了生を中心とした強固なネットワークを基盤とする
とともに､ 新たにインダストリー部会として､ 南部アジア
地域に関心がある地域企業を参画させることで実現した組
織であり､ 本研究科が積み上げた実績と長年の信頼関係に
より築いた強みである｡
本事業はこれらの強みや特色を十分に活用することによ

り､ グローバルな視点をもって地域社会の活性化を担う人
材の育成を目指すものであり､ 大学の国際化と地域貢献機
能の強化を同時に図ることで､ 地域社会のグローバル化を
担う大学へと変革を促進する先導的な取組みとして実施す
る事業である｡

２. 事業の取組内容
[全体計画]
(学生のグローバル化に関する取組)
コンソーシアム加盟大学の協力のもと､ 現地に本研究科

の学生と若手教員を派遣し､ 学生自身の研究テーマとリン
クしたニーズとシーズを現地の教員・学生とのグループワー
クの中で発掘し､ 自身の研究テーマとして発展させる｡ そ
の結果を生かし､ 現地の学生に対し教育を行うまでの一連
の取り組みを実践する中で､ 高いコミュニケーション能力､
問題発掘と解決能力を培うカリキュラムとして完成させる｡
プログラムは全過程英語を用いて遂行する｡ なお､ 海外派
遣期間は教育効果等を考慮しながら､ 学生の研究課題やイ
ンターシップの受入状況等に応じてきめ細やかに対応が出
来るように､ １ヶ月から１年の期間を設定することとする｡
具体的には以下の３つのステップを通して発展的に実施

する｡
①コミュニケーション力強化 (ホップ)
国内において､ 英語での論文作成と反復添削演習をとお

して､ 高度な研究内容を簡潔で明快に表現するためのスキ
ルを習得する｡ また､ 国際学会の場で､ ポスター発表､ 口
頭発表を行うことにより､ 高度技術者､ 研究者として必要
なコミュニケーション能力強化を図る｡
②問題発掘実践力強化 (ステップ)
本研究科教員と学生数名のチームをコンソーシアム加盟

大学に派遣し､ 自身の研究テーマに関わる現地で調査研究
を行い､ ニーズとシーズの発掘を行う｡ 本研究科の教員､
コンソーシアム加盟大学の教員､ 学生とともにグループワー
クを行う｡ 帰国後も､ TV会議システムを用いて定期的に
グループワークを行う｡
③教育・研究実践力強化 (ジャンプ)
上記②で発掘したテーマに関し､ １年程度研究を行った

後､ e-ラーニング教育コンテンツとしてまとめ､ 現地に本
研究科教員と学生を再度派遣し､ 学生に対する講義の中で
プレゼンテーションを行い､ 教育実践を体験させる｡ この
結果については､ 本研究科教員､ 現地の教員・学生・修了
生を含めて評価し洗練させた後､ 一定の水準に達した課題

は以下の形で発表を行う｡
a) 国際学会での発表
b) e-ラーニング教育コンテンツとしてインターネット
上で世界に発信

c) 研究プロポーザルの提案
d) 平成25年１月に創刊した電子ジャーナル“Reviews in

Agricultural Science”に掲載

(企業との連携による人材養成)
①企業コンソーシアムを含めて､ 学生と企業の合同研究発
表会を行うことにより､ 企業との共同研究テーマ提案を､
博士課程の研究テーマとして採用することを積極的に検
討する｡
岐阜および東海地区にある､ 食品､ バイオテクノロジー
系企業 (５社) により結成されたコンソーシアム・インダ
ストリー部会を中心に､ 国内でのインターンシップを実施
する｡
コンソーシアム加盟大学のネットワークを介して､ 海外
連携コーディネーターと現地教員等のサポートにより､ 南
部アジア地域を中心とした企業等へ特に優秀な学生を海外
インターンシップとして派遣し､ より実践的な海外経験を
積ませる取組みを行う｡

[平成26年度に実施する事業内容]
(学生のグローバル化に関する取組)
①コミュニケーション力強化 (ホップ)
＜科学英語－ライティング＞
学生自身の研究を英語での論文作成を行う｡ 反復添削演
習をとおして､ 高度な研究内容を簡潔で明快に表現するた
めのスキルを習得する｡
＜科学英語－プレゼンテーション＞
国際学会の場で､ ポスター発表､ 口頭発表を行うことに
より､ 高度技術者､ 研究者として必要な基礎的なコミュニ
ケーション力強化を図る｡
②問題解決実践力強化 (ステップ)
本研究科の教員と学生数名のチームを作り､ 南部アジア
地域の協定大学との協力のもと､ 現地に派遣し､ 自身の研
究テーマに関わる現地でのニーズとシーズの発掘調査を行
う｡

(企業との連携による人材養成)
①企業コンソーシアムを含めて､ 学生と企業の合同研究発
表会を行うことにより､ 企業との共同研究テーマ提案を
検討する｡
②岐阜および東海地区にある､ 食品､ バイオテクノロジー
系企業 (５社) により結成された教育コンソーシアムを
中心に､ 国内インターンシップを実施する｡
③海外連携コーディネーターを中心に､ アジア地域の民間
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企業についてインターンシップの実施の受け入れ体制を
確立する｡

３. 事業の実現に向けた実施体制等
【実施体制】
①本プログラムは､ コンソーシアム加盟10大学 (バングラ
デシュ：ダッカ大学､ インド：アッサム大学､ インド工
科大学グワハティ校､ インドネシア：アンダラス大学､
ボゴール農科大学､ ガジャマダ大学､ スブラス・マレッ
ト大学､ タイ：チュラロンコン大学､ カセサート大学､
ベトナム：ハノイ工科大学) をパートナーとし､ 実施に
向けて協議を行っている｡ 本研究科の構成大学である岐
阜大学､ 静岡大学において､ 国際交流のリエゾンとして
実績のある教員が個々の大学と実施に関しての交渉を担
当する｡

②事務局は､ 岐阜大学連合農学研究科に置き､ 本学ダッカ
オフィス (バングラデシュ) には岐阜大学客員教員を配
置し連携を行う｡ また､ 今後順次海外オフィスを整備し
客員教員を配置する予定である｡

③平成25年度から､ 海外連携コーディネーター (客員教授)
を本研究科に配置した｡ 上記の海外オフィスを活用し､
コンソーシアムの連携強化を担当する｡

④コンソーシアム加盟大学に本研究科修了生が教員として
複数名勤務しており､ 現地での教育連携体制作りや学生
の研究活動をサポートする体制を整える｡

⑤国内においては､ 昨年度から､ 本プログラムに賛同する
岐阜県を中心とした東海地区の民間企業 (当初5社から
スタート) により､ 研究シーズとニーズの発掘､ インター
ンシップの受け入れ､ 社会が求める博士課程教育構築の
ためのアドバイザリーとしての役割を担う教育コンソー
シアム－インダストリー部会を立ち上げた｡

⑥平成23年度から配置しているキャリアパスコーディネー
ター (客員教授) が､ 地域の多数の企業を訪問し修了生
の就職支援活動を行う傍ら､ 各企業の博士課程教育に対
する要望を集約した結果､ 上記のインダストリー部会の
発足につながった｡ 今後は､ 部会のとりまとめを担当す
る｡

⑦本学は､ 海外渡航する学生・教員に対し滞在中の健康管
理､ 危機管理について補償とアドバイスを行う海外保険
に包括加入している｡ また､ 緊急時に現地と日本の医療
スタッフが連携して対応出来るよう､ 岐阜大学と海外協
定大学の保健センター等と間で連携体制を整えた｡

【工夫改善の状況】
①平成20年から研究科長裁量経費を用い学生の国際学会発
表の援助を行い､ また一昨年度から本学の教員 (スリラ
ンカ出身､ Ph.D.) と､ 海外から招聘した科学雑誌編集
者等による ｢科学英語｣ のクラスを開講している｡ これ

は､ 実際の科学論文の執筆と推敲を行う､ 実践的で極め
てレベルの高い科学英語である｡
②遠隔地におけるグループワークの準備として､ 本学医学
教育開発研究センターの協力を受けインターネット・チュー
トリアル教育を実践してきた｡
③海外との多地点遠隔講義を実現するため､ 海外インター
ネット状況調査を３年間にわたり実施し､ TV会議シス
テムを用いた遠隔講義を10回ほど行ってきた｡ その過程
で､ 学内教育経費を用い､ 海外との多地点遠隔講義､ グ
ループワークを行う為の機材の整備を行った｡
④岐阜大学では､ 南部アジア地域を重視する一環として､
平成22年度にダッカ等 (バングラデシュ) に岐阜大学事
務所を設置して､ 研究・教育の連携を進めるなど､ 実施
体制を整えてきた｡
⑤アジアを中心とした外国人修了生の研究をサポートし､
連携を深めるため､ 学内重点施策政策経費を用いて､ 平
成24年度10月に､ 修了生を主な執筆者とした本格的な査
読体制をとる電子ジャーナル ､ “ Reviews in
Agricultural Science”http://www.agrsci.jp/ras/indexを開設
した｡ この電子ジャーナルは､ 今後全国６連大の協力の
基に我が国の農学教育の成果を世界に発信する媒体とし
て発展させる計画である｡
⑥外国人修了生 (約400名) のネットワークを本プログラ
ムに有効的に利用するため､ 昨年度､ 修了生名簿の整備
を行った｡ その過程で､ 本学の修了生が数多く教員となっ
ている大学において同窓会を組織している｡
⑦今年度から､ 修了生に対しニュースレター (電子版) を
創刊した｡ この媒体を用い修了生にその中で本プログラ
ムの広報を行っている｡

４. 事業達成による波及効果等 (学問的効果､ 社会的効果､
改善効果等)
(学問的効果)
①博士課程の学生と大学教員が現地に頻繁に赴き､ 現地の
研究者､ 農業者と直接コミュニケーションする事で新た
なニーズとシーズが無尽蔵に見いだされる｡ これらを解
決していくことは､ 実学としての農学の使命でもあり､
学際的な共同研究や新たな国際共同研究へと発展するこ
とが大いに期待できる｡ 南部アジア諸国と日本の食糧生
産､ 生物資源利用､ 環境､ 資源保護に大きく貢献するこ
とが期待される｡
②我が国の基礎研究を現地の栽培植物の育種に適応するよ
うな､ 翻訳研究 (Translational Research) が十分に可能
である｡ 岐阜大学に於いても各国とこのような研究協力
を始めており､ 今後の世界の人口増加に対応する食糧供
給やエネルギーを確保する上で重要な解決策を導きだす
可能性を有している｡
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(社会的効果)
①地方国立大学におけるグローバル人材育成と地域貢献を
同時に実現する試みは､ 国立大学の新たな役割を提案す
るものである｡

②このモデルが定着すれば､ 他企業他業種も参加すると考
えられ､ さらに地域産業の活性化を加速する｡

③企業との連携を通じて地域産業界のニーズを素早く博士
課程教育に取り込む仕組みへと展開を図り､ 常に地域産
業界から求められる､ 時代に即した高度専門職業人を養
成するプログラムの発展的展開を可能とする｡

④インターンシップを経験した参加学生が､ その経験を生
かし地域の関連企業への就職へ繋がることが期待される｡
これらの企業がアジアに事業展開する際､ 中心的な担い
手となることも期待される｡

⑤優秀な留学生が日本国内の企業により多く就職すること
は､ 日本の社会において多大な好影響を及ぼす｡ 留学生
の教育には､ これまでも多大なコストをかけているが､
これらが直接的に日本の地域経済の発展に効果を発揮す
ることになる｡

⑥南部アジアは､ 生命科学産業や､ 生物資源産業にとって
極めて重要な地域である｡ この地域において活躍するこ
とが出来る人材を多く輩出することは､ 日本と南アジア
諸国､ 双方の経済の発展に大きく寄与する｡

⑦国内企業において､ ｢生物多様性条約｣ がアジア進出に
おける大きな障壁である｡ コンソーシアムはこの問題を
解決するための枠組みとしても有効である｡

⑧本プログラムは､ 南部アジア地域における我が国の優位
性を維持していく上でも有効なモデルを提供する｡

(改善効果)
①従来の海外の大学の連携は､ 共同研究という研究に主眼
がおかれたものがほとんどであった｡ また一部､ 海外大
学での授業参加や研究所への指導委託と言う形で学生を
長期間派遣することがあった｡ 今回のプログラムでは
｢共同教育｣ といえる新しい教育のスタイルを提案する｡

②プログラムの過程で学生が得た成果は､ e-ジャーナル総
説誌､ e-ラーニング教育コンテンツ､ 国際学会としてイ
ンターネット上で世界に積極的に公開していく｡ これは､
従来の講義レポートなどとは本質的に異なる完成度や科
学的な厳密さが要求され､ 学生の高度専門職業人として
意識を高める事に繋がる｡ 延いては､ 本学の評価向上に
資する｡

③海外や実社会での経験を交えた実践的な教育を通じて､
学生自身の個性を活かしてグローバル社会で活躍する博
士号 (農学) を有し､ 世界に挑戦できるコミュニケーショ
ン能力と気概を有した高度専門職業人として社会に輩出
することができる｡ この取り組みは共に研究科で学ぶ他
の学生のマインドを刺激し､ プログラム参加学生以外に

も海外に目を向ける積極性を涵養することが期待される｡
④海外で英語による講義と指導を行うことにより若手教員
の教育スキルが格段に向上することが期待される｡ 今後､
本学の教育をさらに国際化していく際に､ その経験は英
語を中心とした新たな教育課程の提案等に大いに活かさ
れる｡ また､ 本プログラムはコンソーシアム加盟大学の
教員､ 連合農学研究科の修了生と有機的にネットワーク
を形成する上で重要な役割を果たす｡

５. 特別経費の事業として実施する理由及び事業計画期間
終了後の取組の予定
グローバル人材育成に関しては､ 以前からその必要性が
強調されており､ これまでにも政策的にあるいは個々の大
学等教育機関において様々な取組みが行われてきた｡ しか
し未だ十分な成果が得られているとは言えず､ 今まさに教
育再生実行会議及び産業競争力会議等中枢において議論さ
れているところである｡ 教育再生実行会議第三次提言 (平
成25年５月現在) には､ グローバル化に対応した教育環境
づくりを推進し､ グローバルな視点をもって地域社会の活
性化を担う人材を育成することが明記されている｡ 各大学
が海外の大学や現地企業等との国際連携を拡大し､ グロー
バルな視点から地域社会の発展を支える知的推進拠点とし
ての役割を果たしていくことが期待されている｡ さらに､
産業競争力会議においては､ 学校が輩出する人材と社会が
求める人材のミスマッチの解消や､ 産学の対話と協働によ
り､ グローバル人材､ イノベーション人材を戦略的に育成
するための教育ロードマップが提示され､ ｢意欲・能力に
富む全ての学生に留学の機会を与える環境整備を図る｣ と
の総理指示に基づく日本人の海外留学促進のための環境整
備や､ 優秀な外国人留学生の確保とその投資に対する効果
的な還元の仕組み作りなどの施策が検討されているところ
である｡
本事業は､ これらの議論を踏まえつつ､ 国際的通用性と
産業界が求める実践力の修得を組み合わせた人材養成を実
施し､ 同時に大学の国際化を通じて地域企業を活性化する
新たな枠組みを構築して､ 地域社会の持続的発展にも貢献
する新しい事業スキームを構築する取り組みである｡ 本事
業の実施にあたっては､ コンソーシアム加盟大学及び地域
企業との緊密な連携により実施していくことが重要である
が､ 支援体制の構築などがすでに進んでいるため実現性は
極めて高く､ 本学だからこそ効果的に進めることができる
事業である｡
まずは特別経費の事業として実施し､ 地方国立大学にお
けるグローバル人材育成と地域貢献を同時に実現する事例
の１つのモデルとして示すものである｡ 本プログラムを推
進することで､ 更なる施策の呼び水となることを期待した
い｡ また､ 本事業の国際的通用性のある人材養成の取組み
は､ 中期目標等で掲げている全学的な国際化推進に向けて
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の重点的な事業としても位置づけられることなどから､ 学
内資源の投入を前提としつつ､ 特別経費による支援をお願
いするものである｡
なお､ 事業計画期間終了後は､ 本事業の取り組みを発展

的に展開するとともに､ 新しい事業スキームのモデルとし
て積極的に全国に発信していく予定である｡

年度別取組内容
【平成26年度】
(学生のグローバル化に関する取組)
①コミュニケーション力強化 (ホップ)
＜科学英語－ライティング＞学生自身の研究を英語で論文
作成を行う｡ 反復添削演習をとおして､ 高度な研究内容を
簡潔で明快に表現するためのスキルを習得する｡
＜科学英語－プレゼンテーション＞国際学会の場で､ ポス
ター発表､ 口頭発表を行うことにより､ 高度技術者､ 研究
者として必要な基礎的なコミュニケーション力強化を図る｡
②問題解決実践力強化 (ステップ)
本研究科の教員と学生数名のチームを作り､ 南部アジア

地域の協定大学との協力のもと､ 現地に派遣し､ 自身の研
究テーマに関わる現地でのニーズとシーズの発掘調査を行う｡
(企業との連携による人材養成)
①企業コンソーシアムを含めて､ 学生と企業の合同研究発
表会を行うことにより､ 企業との共同研究テーマ提案を
検討する｡

②岐阜および東海地区にある､ 食品､ バイオテクノロジー
系企業 (５社) により結成された教育コンソーシアムを
中心に､ 国内インターンシップを実施する｡

③海外連携コーディネーターを中心に､ アジア地域の民間
企業についてインターンシップの実施の受け入れ体制を
確立する｡

【平成27年度】
(学生のグローバル化に関する取組)
①平成26年度に実施した､ ｢コミュニケーション力強化
(ホップ)｣､ ｢問題解決実践力強化 (ステップ)｣ の実践
を新たに参加した１年を対象に行う｡ 前年から参加し､
問題解決実践力強化 (ステップ) を終えている学生につ
いては､ その後の進展を評価した上で再度､ 協定校に派
遣し､ ｢教育・研究実践力の強化 (ジャンプ)｣ を行う｡
(企業との連携による人材養成)
①平成26年度に実施した ｢学生と企業の合同研究発表会｣､
｢国内インターンシップ｣ 等､ 企業との連携による人材
養成の試みを引き続き行う｡ また､ 平成26年に受け入れ
体制を確立したアジアの民間企業に､ 希望者を募り､
｢海外インターンシップ｣ を実施する｡

【平成28年度】
(学生のグローバル化に関する取組)
①平成26－27年度に実施した､ ｢コミュニケーション力強
化 (ホップ)｣､ ｢問題解決実践力強化 (ステップ)｣､ ｢教
育・研究実践力の強化 (ジャンプ)｣ の実践を新入生に
対し引き続き実施する｡
②学生の成果を､ e-ラーニング教育コンテンツあるいは､

e-Journal､ ”Reviews in Agricultural Science”を用いて
発信する｡
(企業との連携による人材養成)
①平成26－27年度に実施した､ ｢学生と企業の合同研究発
表会｣､ ｢国内インターンシップ｣､ ｢海外インターンシッ
プ｣ を引き続き行う｡
② ｢海外インターンシップ｣ について､ コンソーシアムに
おいて評価し､ これに基づき個々の企業や現地の企業習
慣に合わせた方法を検討する｡

運営費交付金所要額積算内訳
１. 平成26年度運営費交付金所要額
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【平成26年度大学法人負担額積算内訳】

２. 事業計画期間中における年度別事業実施経費
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●事業実施機関別の資料

●用語解説
南部アジア地域
南アジア諸国と東南アジア諸国とを合わせた地域を指す

造語｡ 具体的には､ インドネシア､ インド､ バングラデシュ､
タイ､ ベトナム等を指す｡
農学系博士課程教育コンソーシアム
南部アジア地域の農学博士の標準化と質の保証を目的と

し､ 連合農学研究科と教育協定を結んでいる南部アジア地
域の大学６カ国12大学 (バングラデシュ：ダッカ大学､ イ
ンド：アッサム大学､ インド工科大学グワハティ校､ イン
ドネシア：アンダラス大学､ ボゴール農科大学､ ガジャマ
ダ大学､ スブラス・マレット大学､ タイ：チュラロンコン
大学､ カセサート大学､ ベトナム：ハノイ工科大学､ 平成
25年６月現在) が参加を表明｡ 平成25年７月 2 - 4 日に第 2
回国際会議としてコンソーシアム・キックオフ会議を開催
し､ 事実上の活動に入った｡
教育コンソーシアム後援会インダストリー部会
南部アジア地域で活躍する高度専門職業人育成支援を行

うことを目的として､ 東海地区の生物・バイオテクノロジー
関係の企業５社 (天野ｴﾝｻﾞｲﾑ㈱､ 一丸ﾌｧﾙｺｽ㈱､ ㈱岐阜ｾﾗﾂ

ｸ製造所､ ﾎﾟｯｶｻｯﾎﾟﾛﾌｰﾄﾞ&ﾋﾞﾊﾞﾚｯｼﾞ㈱､ 太陽化学㈱) によ
り組織 (平成25年6月現在)
生物多様性
すべての生物 (陸上生態系､ 海洋その他の水界生態系､
これらが複合した生態系その他生息又は生育の場のいかん
を問わない｡) の間の進化的多様性を指し､ 種内の多様性､
種間の多様性及び生態系の多様性を含む｡
バイオマス産業
生物由来の資源を利用した産業｡ バイオエタノール等の
エネルギー資源として再生可能エネルギー､
木材や微生物由来のバイオプラスチックのように石油にた
よらない再生可能な素材として注目される｡
Reviews in Agricultural Science
岐阜大学大学院連合農学研究科が発行する電子ジャーナ
ル｡ 2013年 (平成25年) から刊行｡ 農学､ 環境科学､ 生命
科学などの広い分野をカバーする｡ 本研究科の学生､ 教員､
修了生が中心に投稿を行い､ 本学の農学､ 生命科学分野の
研究を世界に発信するツールとして活用｡ 将来的には全国
6連大の協力の基に我が国の農学教育の成果を世界に発信
する媒体として発展させる計画である｡
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岐阜大学大学院連合農学研究科 (博士課程)､ 同応用生
物科学研究科及び静岡大学大学院農学研究科 (修士課程)
が主催し８月４日 (月) ～６日 (水) の間､ 岐阜市にて南
部アジア農学系博士課程教育連携コンソーシアム協定校
(南部アジア地域５カ国10大学) 及びオブザーバーである
広西大学 (中国)､ ランポン大学 (インドネシア) の２大
学､ 合計14大学による ｢The 3rd UGSAS-GU Roundtable
& Symposium 2014｣ (第３回農学系博士教育国際連携円
卓会議及び農学系研究国際シンポジウム2014) を開催しま
した｡
初日の４日 (月) は､ 岐阜都ホテルにおいて､ 協定校10

大学の副学長や若手研究者 (主に本研究科修了生) 30名を
含む総勢85名の出席を得て､ ｢農学系博士教育の質の保証
と社会貢献の向上を目指す国際連携活動｣ の一環であるデュ
アル・Ph.D.ディグリー・プログラムとサンドイッチプロ
グラムの進捗状況と広報を含めた現状報告のほか､ 南部ア
ジア農学系博士課程教育連携コンソーシアムの将来に向け
た活発な提案､ 意見交換が行われました｡ また､ オブザー

バー出席の２大学を当コンソーシアムに加えることに合意
しました｡
２日目の５日 (火) は､ 岐阜大学応用生物科学部101講
義室において､ 海外のアカデミアで活躍する本研究科修了
生等の若手研究者を講師とした生物・農学系研究シンポジ
ウムを開催し､ 農学及びバイオテクノロジー分野の最新の
研究発表を行いました｡
同日､ ６カ国12大学の代表者が森脇学長を表敬訪問しま
した｡ 当訪問では､ 本学客員教授の称号授与式が挙行され､
ガジャマダ大学のSiti Subandiyah 教授に対し､ 客員教授
の称号が付与されました｡ その後懇談が行われました｡ シ
ンポジウム後は､ 岐阜大学流域圏科学研究センター (水環
境リーダープログラム) も参加しての博士課程､ 修士課程
学生による ｢UGSAS-GU & BWEL JOINT POSTER SESS
ION｣ を開催しました｡ 当ポスターセッションでは34件の
ポスター発表が行われ､ 優秀発表学生４名にポスター賞が
授与されました｡
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最終日の６日 (水) は､ 長良川河口堰・木曽三川公園を
巡る水環境視察ツアーを実施しました｡ 長良川河口堰での
英語による説明では熱心に耳を傾け､ 参加者43名は水環境

への取り組みの重要性を再認識し､ 楽しくツアーを終了し
ました｡
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連合農学研究科教員が､ 教育連携
コンソーシアム協定校のダッカ大学
を訪問しました

岐阜大学大学院連合農学研究科では､ 協定校のダッカ大
学 (バングラデシュ) に､ 岩本悟志准教授､ 海老原章郎准
教授､ 田中宏和技術職員の３名を派遣し､ 出前講義及び実
験・実習､ 本研究科の広報､ 研究拠点設置に向けた視察及
び遠隔講義システムの確認を行いました｡
本研究科博士課程を修了し､ 平成25年７月から本学客員

教授として発令しているナビ・ヌルン教授の協力を得て､
６月29日 (日) に研究拠点となる設備の確認を行いました｡
また､ Department of Biochemistry and Molecular Biology
の修士課程の特別講義として､ ６月30日 (月) に岩本准教
授が21名の学生に対し､ Food Science に関する講義を行い
ました｡ 続いて､ 本研究科の広報として､ 博士課程の概要
説明及びダッカ大学卒業生で本研究科の学位を取得した５
名の博士によるビデオレターを上映しました｡
なお､ この講義の模様は､ 本研究科合同ゼミナール室

(６階) の遠隔講義システムと中継され､ 通信確認ができ
ました｡
７月１日 (火) に海老原准教授が33名の学生に対し､

Biochemistry of Drugs に関する講義を行い､ 最後に､ 本
研究科の資料を配付し広報を行いました｡ 同日午後には､
３３名の学生に対し実習 (ＰＣを用いてタンパク質の構造
解析) を行いました｡
岩本准教授及び海老原准教授のどちらの講義とも､ 学生

は熱心に講義を聴講し､ 質問も多く出され充実した時間と
なりました｡ さらに､ ビデオレター上映中には修了生から
の心温まるメッセージに会場から笑みがこぼれるなど､ 和
やかな雰囲気のなか本研究科の実際を伝えることができま
した｡
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チュラロンコン大学と連合農学研究
科とのデュアル・PhD・ディグリー
プログラム実現に向けての打ち合わ
せを行いました

平成26年７月２日 (水) に協定大学であるチュラロンコ
ン大学 (タイ) からDr. Tosak Seelanan 他６名 (本研究科
博士課程を修了したDr.Sasitorn Poungparm を含む) が研
究科長室を訪問されました｡
チュラロンコン大学 (http://www.chula.ac.th/) は､ 1917

年に設立されたタイ王国において最も古い歴史をもつ権威
ある国立大学で､ キャンパスはバンコク市街に位置してお
り､ 現在18の学部と多数の研究施設があり､ タマサート大
学と並ぶタイの最高学府です｡ チュラロンコン大学理学部
と岐阜大学大学院連合農学研究科は､ 両大学間の博士課程
の学生､ 研究員及び教職員の交流促進を目的に､ 平成24年
１２月６日に部局間の学術協定を締結しました｡ その後､
この交流を更に発展させるため､ 両大学では､ デュアル・
PhD・ディグリープログラムの実現に向けて検討を始めま
した｡
デュアル・PhD・ディグリープログラムとは､ 我が国と
外国の大学が教育課程の実施や単位互換等について協議し､
双方の大学がそれぞれ学位を授与するプログラムであり､
学位の質の保障だけではなく､ 双方の大学間の教育連携を
通じて研究交流の進展が期待されます｡ 今回の来訪は､ 本
年度内の締結に向けて覚書の最終原案の調整を目的とし､
締結後には２大学間の密接な連携のもと､ 博士課程の学生
教育をサポートし､ 学生が両大学から同時に学位を得るこ
とを可能になります｡

教育連携コンソーシアム２大学
(ボゴール農科大学､ ランポン大学)
訪問・視察

岐阜大学大学院連合農学研究科では､ ８月12日 (火) か
ら16日 (土) にかけて､ 南部アジアプロジェクト委員会委
員長光永徹他３名でインドネシアの協定校ボゴール農科大
学及びランポン大学を訪問・視察しました｡
12日 (火) は､ ボゴール農科大学のProf. Latifah への本
学客員教授の称号授与式及び海外連携コーディネーター加
藤晴也による講演 (タイトル ｢Cosmetics Industry and
Product Development｣) を行い､ 期末休みにもかかわらず1
50名程の学生が参加し熱心に聴講しておりました｡
13日 (水) から14日 (木) にかけて､ IPB International

Convention Center (ICC) の訪問､ ボゴール農科大学バイ
オファルマーカ研究センターにて､ Prof. Dahrul 研究科長
及びDr.Irmanida センター長とデュアルPhD ディグリープ
ログラムについて討論､ さらに12月に行う ｢現地研究交流
会｣ の日程調整を行いました｡
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15日(金)は､ Great Giant Pineapple Company (GGPC)
を訪問し､ 広大なパイナップル畑の見学､ 研究室の視察､
LOB Plant にてSukmaratri 氏から会社紹介を受け､ 本研究
科の概要及びインターンシップ受入れについて提案し､ 討
論を行いました｡
16日 (土) は､ ランポン大学農学部を訪問､ Prof.Abbas
農学部長他20名の教員の出席のもと､ デュアルPhD ディ
グリープログラム締結に向けた意見交換等充実した討論を
行いました｡ 午後は農学部研究室及び農場を見学しました｡
今回の２大学､ ICC､ GGPC の訪問・視察を終え､ デュ

アルPhD ディグリープログラム締結に向け前進すること
ができたとともに研究施設の実態を把握することができま
した｡
また､ 今後､ 海外での研究インターンシップ実施の可能

性をも確認することができ､ 今回の訪問・視察の目的を十
分に果たすことができました｡

連合農学研究科教員が､ 教育連携コ
ンソーシアム協定校のスブラス・マ
レット大学にて出前講義及び広報

岐阜大学大学院連合農学研究科では､ ９月14日 (日) か
ら17日 (水) にかけて､ 協定校のスブラス・マレット大学
(インドネシア) に吉山浩平助教を派遣し､ 出前講義及び
調査研究､ 本研究科の広報､ 研究拠点設置に向けた視察を
行いました｡
14日 (日) は､ 本研究科博士課程を修了したKomariah講
師と指導学生とともにGondangrejo区に位置する農業用水
実験貯水池における採泥作業及び共同研究の打ち合わせを
しました｡ 採泥作業は統計処理を行う上での利便性を考慮
し､ ４つの貯水池をそれぞれ３×３の９区画に分割して実
施しました｡
15日 (月) 午前中は､ スブラス・マレット大学農学部E

ny Lestari副学部長との会談､ 農学部棟に位置する研究拠
点を視察しました｡ 研究拠点は､ 当初の計画 (11×12 m2

) を変更して､ 農学部棟の２部屋の壁を取り払った4.8×1
4m2のスペースを用います｡ 電気容量の増設工事及びシン
クの備え付けを今後行う予定です｡ 午後は､ 農学部１年生
84名に対し､ 地球温暖化に対する湖沼生態系の応答に関す
る講義 (科目名Agri-climatology) を行い､ 併せて本研究科
のパンフレットを配付し広報を行いました｡
17日 (水) 午前中は､ スブラス・マレット大学大学院A

hmad Yunus研究科長との会談後､ 大学院棟の岐阜大学オ
フィス及び大講堂 (900名収容) を視察しました｡ 岐阜大
学オフィスには､ 机を２つ､ ミーティング用テーブル６人
掛けを設置する予定です｡ その後､ 博士課程１年生30名に
対し､ 英語による論文の書き方に関する講義 (科目名
Scientific Writing) を行いました｡
２回の講義では質疑応答も活発に行われ､ 聴講した学生
と講師にとって大変有意義なものとなりました｡
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連合農学研究科教員が､ 教育連携コ
ンソーシアム協定校のアンダラス大
学等との学術交流をしました

岐阜大学大学院連合農学研究科は､ 協定校のアンダラス
大学 (インドネシア) が主導する研究者連合 (Sustainable
Agriculture, Food and Energy, SAFE NETWORK) による
国際会議 (SAFE 2014) に中野浩平准教授を派遣し､ 同会
議での基調講演および同大学との今後の具体的な教育連携
活動についての意見交換を行いました｡

SAFEネットワークは､ インドネシア､ マレーシア､ タ
イ､ ベトナム等の東南アジア地域を中心とする16カ国､ 21
8名の農学者で構成された研究者連合で､ 2013年に設立さ
れた新しい組織です｡ 年1回の国際会議の開催やジャーナ
ルの発行が活動の中心であり､ 岐阜大連農も設立当初より
後援組織としてサポートしてきました｡ 今年の国際会議は､
９月17日～19日にインドネシア・バリにて開催され､ 174
課題の研究発表が行われました｡
国際会議に先立ち､ ９月17日 (水) に催された会議会場
のワーマデワ大学の卒業式において､ 全学の幹部教員､ 卒
業生およびその父兄ら､ 約500名に対し､ 中野准教授によ
る特別講演が行われました｡ 講演では､ 農産物のポストハー
ベストロス低減に向けた我が国の取り組みについて概説す
るとともに､ 岐阜大連農が推進している南部アジア教育連
携コンソーシアム (IC-GU12) について紹介されました｡
特に､ IC-GU12の話題では､ 南部アジア地域の名門大学に
よって構成されているが高く評価されたのか､ 大きな拍手
が沸き起こり､ 教育・研究の国際連携に対する関心の高さ
がうかがわれました｡ その後の同大学長をはじめとした大
学幹部教員との意見交換では､ これを契機とした連携の仕
組みづくりや同大教員の学位取得についての支援など､ 多
岐にわたる意見交換が行われました｡
９月18日 (木) に行われた国際会議SAFE2014では､ 中
野准教授が定量的鮮度評価による農産物の高付加価値化に
ついて基調講演し､ 参加の研究者らとの活発な議論が行わ
れました｡ その後､ 岐阜大連農を今年度修了したアンダラ
ス大学のKhandra Fahmy講師 (ポストハーベスト工学) の
協力を得て､ 同大副学長 (国際交流担当) のHelmi教授
(農業経済学) とIC-GU12活動の実質化 (特に､ Dual Ph.D
Degree Programに関するMoU締結) に向けた意見交換が行
われました｡ 学位取得等の教育システムについての情報交
換を行いながら､ 今年度中の協定締結を目標に､ 継続して
議論していくことを互いに確認しました｡
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ボゴール農科大学における国際ワー
クショップ開催と共同実験室開設

岐阜大学大学院連合農学研究科では､ 12月１日 (月) か
ら３日 (水) の３日間にかけて､ 千家正照研究科長他12名
でインドネシアのボゴール農科大学 (IPB) 及びスブラス・
マレット大学 (UNS) を訪問した｡
今回の主な目的は､ 国際ワークショップの開催と, IPB

及びUNSにおけるIC－GU12*１の研究拠点形成である｡
１日 (月) は､ IPBが経営するInternational Convention C

enterにおいて､ 天然物化学をメインテーマとした国際ワー
クショップを開催した｡ Dr. H. Herry Suhardiyanto (IPB学
長) と森脇久隆 (岐阜大学学長) の基調講演､ 鈴木徹教授､
光永徹教授､ 寺本好邦准教授､ Dr. Wisnu Ananta Kusuma
の４名による研究紹介､ 本研究科３年の山内恒生さんによ
る研究インターンシップの成果発表､ インダストリー部会
*２のメンバーである一丸ファルコス株式会社のアルナシリ
氏やインドネシアの地元企業であるGGPCのMr. Ruslan Kr
isnoによる企業紹介などが行われた｡ 総勢110名ほどの参
加者は､ 熱心に耳を傾けており意見交換も活発に行われた｡
その後の情報交換会では､ IPBの修士学生や多くの研究

者との研究交流が行われ､ グローバル化促進のため現地産
業界との交流の場となった｡

２日 (火) は､ IPBのバイオファルマーカ研究センター
において共同実験室の開所式を開催した｡ テープカットは､
Dr. Ibnul Qayimと千家研究科長が行い､ 本研究科が購入
し共同実験室に新しく設置した水蒸気蒸留装置や抽出物の
濃縮・精製装置等の確認を行った｡
この研究室は､ IPBのProf. Latifah Darusmanの管理の下､

IC-GU12加盟大学の教員と学生に開放し､ 天然物化学関連
の研究拠点とする｡

３日 (水) は､ UNSに設置準備中の共同実験室を訪問し､
本研究科が購入した新規の実験機器の設置状況及び今後の
設置計画を話し合った｡
本年度末には､ 岐阜大学の教員から提供された大量の実
験機器や器具類を海上輸送し､ UNSの農学部長Prof.
Bambang Pujiasmantoの管理の下､ IC-GU12加盟大学にお
ける環境科学関連の研究拠点となる｡
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アンダラス大学一行が岐阜大学学長
表敬訪問及び大学院連合農学研究科
とのデュアルPhDディグリープログ
ラム実現に向けての打ち合わせを行
いました

平成27年１月20日 (火)､ アンダラス大学からヘルミ企
画・開発・連携担当副学長､ ノビザール准教授及びカンド
ラ講師の３名が本学を訪問し､ 森脇久隆学長､ 鈴木文昭理
事 (国際・広報担当)､ 千家正照連合農学研究科長､ 光永
徹連合農学研究科長補佐及び中野浩平応用生物科学部准教
授と懇談しました｡
アンダラス大学 (http://www.unand.ac.id/en) は本学と平

成13年４月23日に大学間学術交流協定を結んでおり､ 本学
大学院連合農学研究科が事務局を担うIC－GU １２ (南
部アジア地域における農学系博士教育連携コンソーシアム)
の加盟大学です｡
学長表敬訪問における懇談では､ IC－GU12､ SAFE-

NETWORK (Asia Pacific Network for Sustainable
Agriculture, Food and Energy) 及びデュアルPhDディグリー
プログラムにおけるアンダラス大学との全学的な教育連携
ができるよう協力を進めていくことが話し合われました｡
その後､ 一行は大学院連合農学研究科において大学間学

術交流協定に基づき､ 両大学間の博士課程の学生､ 研究員
及び教職員の交流促進を発展させるため､ デュアルPhDディ
グリープログラムの実現に向けて活発な意見交換を行いま
した｡
また､ 懇談では､ 現在アンダラス大学の講師であり本研

究科２年生のフォニーさんも加わり､ 研究の進捗状況等の
報告を行いました｡
滞在中は､ 担当教員との共同研究の打合せの他､ 本研究

科の開講科目である ｢農学特別講義Ⅲ｣ を担当し､ 学生に
最新の研究成果を紹介するとともに､ 教育・研究の国際連
携の重要性を講義しました｡
なお､ デュアルPhDディグリープログラムとは､ 我が国

と外国の大学が教育課程の実施や単位互換等について協議
し､ 双方の大学がそれぞれ学位を授与するプログラムであ
り､ 学位の質の保障だけではなく､ 大学間の教育連携を通
じて研究交流の進展が期待されます｡ 今回の来訪では､ 来
年度早々の締結に向けて覚書の原案作成を目的とし､ 締結
後には２大学間の密接な連携のもと､ 博士課程の学生教育
をサポートし､ 学生が両大学から同時に学位を得ることが
可能になります｡
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大学院連合農学研究科教員がハノイ
工科大学 (IC-GU12) にて出前講義
及びデュアルPhDディグリープログ
ラム打合せ

岐阜大学大学院連合農学研究科では､ 平成27年１月14日
(水) から18 (日) にかけて､ 講義､ デュアルPhDディグ
リープログラムの協議及び学生の研究インターシップに向
けた調査を目的とし､ 鈴木徹専任教員 (教授)､ 加藤晴也
海外連携コーディネーター､ 長野宏子岐阜大学名誉教授､
本研究科２年の川田結花の４名で､ ベトナムのハノイ工科
大学及びハノイ水利大学を訪問した｡
15日 (木) は､ ハノイ工科大学のPham Hoang Luong副
学長､ Mai Thanh Tung国際交流部副部長､ Nguyen Dac Tr
ung大学院科長と､ 教育連携に関する岐阜大学の考え方の
説明及びデュアルPhDディグリープログラムの協議を行っ
た｡
16日 (金) 午前は､ バイオテクノロジー学科の学生と教
員約20名に対し､ 鈴木専任教員､ 長野名誉教授､ 本研究科
２年の川田さんの３名が講義及び講演を行った｡ 講義題目
は､ ｢ビフィズス菌の逆遺伝学｣ (鈴木)､ ｢マメを用いたア
ジアの伝統発酵食品｣ (長野)､ ｢大豆イソフラボンの腸内
細菌による代謝と健康への効果｣ (川田) である｡ 午後は､
学生の研究インターンシップのニーズ発掘のため､ ハノイ
市内の市場・スーパーを中心に視察を行い､ 豆科植物を使っ
た食品の市場調査を行った｡ また､ ハノイ水利大学
(Thuyloi University) へ鈴木及び加藤が訪問し､ Pham
Hong Nga 国際交流部長に対しIC-GU12の活動を説明し､
今後の大学間交流の可能性について意見交換を行った｡
17日 (土) は､ 前日に引き続きハノイ市内及び市場にて､
長期滞在に向けた生活環境 (交通・治安等) の情報収集及
び豆科植物を使った食品の市場調査を行った｡
今回のハノイ工科大学訪問については､ 生物食品工学部
微生物・生化学・分子生物学科の副学科長であるTran
Lian Ha先生 (本研究科の修了生) にコーディネートをお
願いし､ 無事目的を十分に果たすことができた｡
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伝統的な農地における草本種の種多
様性の保全

連合農学研究科・教授 山 下 雅 幸
連合農学研究科生物環境科学専攻 丹 野 夕 輝

半自然草地の種多様性の保全に資するため, 静岡
県の伝統的な半自然草地 (以降, 茶草場) と棚田畦
畔において群集構造の研究を行っている｡ 本年度は,
植生, 環境条件および出現草種の植物体の特性を調
査した｡ 主要な環境条件の調査は終了し, 植物体の
特性の測定作業も大きく進んだ｡ 現在, 特性の測定
を継続し, 同時にデータ解析と論文執筆をしている｡
調査の結果, 半自然草地では場所ごとに環境条件
(例えば, 含水率, pH, CaやMg) が大きく異なるこ
と, このような環境条件の違いに応じて草種が住み
分けていることが分かった｡ 半自然草地の多様性を
保全するためには, 環境条件の異なる草地を保全す
る必要があると考えられた｡ さらに, 植物体の特性
を解析した結果は, 環境条件に応じて出現草種の特
性が異なることを示唆していた｡ 乾燥した場所, 中
性の場所にはSLAが小さくLDMCが大きい種が, 湿
潤な場所や酸性の場所には逆の特性を持つ種が出現
する傾向にあった (SLAとLDMCはどちらも葉の特
性の一つである)｡ このような特性の調査を重ねれ
ば, 地域を間わず様々な場所に適用できる普遍的な
知見を得ることができるだろう｡ 日本の, 半自然草
地の種多様性の保全に大きく貢献すると考えられる｡

インターネットチュートリアルII

教育学部 三 宅 崇

研究科長裁量経費の配分を受けて､ 連合農学研究科の１
年次履修科目インターネットチュートリアルII (Foods
and Culture) を行っている｡
昨年度受講登録者が少なかったため､ 本年度は10月15日

の大学院生向けオリエンテーションの中で､ 講義内容の紹
介を行った｡ 残念ながら､ 最終的な受講登録者は今年度も
２名 (インドネシア､ タイからの留学生が各１名) であっ
た｡ 昨年同様10月下旬からGoogleグループ内でインターネッ
ト環境を整え､ さらに､ ディスカッションを活発にするた
めに､ 昨年度の受講者２名をTAとして加わってもらった｡
11月より教員３名 (川窪､ 加藤､ 三宅) と合わせ､ 計７名

で英語でのオンラインディスカッションを開始した｡ まず
11月中にそれぞれ自己紹介を行い､ その後､ 今回のテーマ
となる季節行事に関する食べ物についてのエッセイを三宅
が提供し､ 各自自国の季節行事に関する食べ物にどのよう
なものがあるかの簡単な紹介やそれに対する質問などを行っ
た｡
テーマに関する話題以外にも､ 食文化に関しては自由に
議論を行った｡ 特にインフルエンザの流行の話題を期に､
受講生の自国の食文化・食生活の中でのハチミツの重要性
の議論が飛び交い､ 日本と自国のハチミツの違いや､ 大学
周辺のどこで非加熱ハチミツが入手できるかなど､ 活発な
議論が進んだことは大変有意義だった｡
１月に入って､ タイ留学生はKrayasart､ インドネシアの
留学生はNasi Tumpengに関する紹介をプレゼンテーショ
ンファイルに作成した｡ ２月初旬まで､ それらを中心に議
論を進めつつ交流を深める予定である｡
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香りのバラ品種の連合大学院棟西側植栽
と四倍性ハイビスカス (フヨウ：Hibis-
cus mutabilis､ アメリカフヨウ：Hibis-
cus moscheutos､ モミジアオイ：Hibis-c
us coccineus) の連合大学院棟南側への
植栽

連合農学研究科・教授 福 井 博 一
連合農学研究科生物生産科学専攻 神 谷 卓 男

応用生物科学部園芸学研究室では､ バラの育種に
関する研究を行っている｡ バラの香りはダマスクク
ラシック､ ダマスクモダン､ ティー､ フルーティー､
スパイシー､ ブルー､ ミルラの７種類に分類されて
いる｡ これらの６種類の香りを持つバラ品種を連合
大学院棟西側に植栽した｡
ダマスククラシック 芳純
ダマスクモダン ミスターリンカーン
ティー 天津乙女
フルーティー ダブルディライト
スパイシー デンティベス
ブルー ブルームーン

コルヒチンを用いて作出した四倍性の��������属
植物 (フヨウ：����������	
�����､ アメリカフヨ
ウ：��������������	��､ モミジアオイ：��������

���������) を連合大学院棟南側に植栽した｡
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入
学
生
と
学
位
取
得
者
数

平
成
26
年
４
月
現
在

(注
)
１
.
(
)
内
は
､
外
国
人
留
学
生
の
内
数
を
示
す
｡
２
.
区
分
年
度
の
｢年
度

<1
0月

>｣
欄
は
､
10
月
入
学
の
外
国
人
留
学
生
特
別
コ
ー
ス
(英
語
)
の
学
生
を
示
す
｡
除
籍
者
は
中
途
退
学
者
に
含
む
｡
退
学
後
学
位

取
得
し
た
者
は
退
学
者
及
び
過
年
度
学
位
取
得
者
に
含
む

ま
と
め
本
研
究
科
設
置
時
(平
成
３
年
４
月
)
か
ら
､
平
成
25
年
4月
ま
で
の
入
学
生
の
総
人
数
は
83
7人
に
な
り
ま
す
｡
平
成
24
年
度
に
修
了
予
定
者
と
な
る
学
生
は
､
平
成
22
年
度
４
月
ま
で
の
入
学
者
77
4人
､
そ
の
内
､
平
成
24

年
10
月
ま
で
に
学
位
を
取
得
し
た
者
は
58
9人
(7
6.
1％
)
で
す
｡
ち
な
み
に
､
平
成
25
年
４
月
ま
で
に
学
位
を
取
得
し
た
者
の
､
各
構
成
大
学
に
お
け
る
内
訳
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

【
岐
阜
大
学
32
3人

(外
国
人
留
学
生
16
9人
)､
静
岡
大
学
15
8人

(同
71
人
)､
信
州
大
学
12
3人

(同
59
人
)
計
60
4人

(同
29
9人
)】

ま
た
､
同
期
日
ま
で
に
お
い
て
､
３
年
間
で
学
位
を
取
得
し
た
｢課
程
修
了
者
｣
は
､
35
8人

(4
9.
9％
)
に
な
り
､
構
成
大
学
別
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

【
岐
阜
大
学
19
0人

(外
国
人
留
学
生
11
6人
)､
静
岡
大
学
10
1人

(同
54
人
)､
信
州
大
学
87
人
(同
47
人
)
計
36
8人

(同
21
0人
)】

な
お
､
設
置
時
か
ら
､
平
成
24
年
10
月
ま
で
の
総
入
学
生
(8
37
人
)
の
う
ち
､
現
在
85
人
{過
年
度
学
生
の
23
人
(2
7.
0％
)
を
含
む
}
が
在
学
生
と
し
て
､
研
究
に
励
ん
で
い
ま
す
｡

ま
た
､
残
念
な
こ
と
に
本
研
究
科
を
離
れ
た
学
生
も
あ
り
､
そ
の
数
は
､
退
学
者
が
14
5人

(1
7.
3％
)､
転
学
者
は
３
人
(0

.3
％
)
で
す
｡
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Form No.3 

 
DISSERTATION SUMMARY  

 
Name 

Tushar Kanti Roy 

 
Title of Dissertation 

Mechanisms Underlying High Blood Glucose Levels in Laying 
Hens 

 

2

3

20

90 24.7 +/- 1.84 

mM 22.9 +/- 1.56 mM

-

4

PEPCK

1,6 6 2
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平成25年度 学 位 論 文 要 旨



PC PEPCK-C

PEPCK-M -1.6-

mFBPase-1 -1,6- IFBPase-1

-6- G6Pase mRNA PCR

mRNA G6Pase 15 G6Pase

mRNA 19 mRNA
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mFBPase-1 G6Pase
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GLUT

6

G = 16.7 kJ/mol

HK- mRNA

HK-

HK- GLUT1 HK2 GLUT2

HK- HK 100kDa 50kDa

Km 0.5~10 mM

HK HK Michaelis-Menten GK
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OSK2AT Fe(III)-NTA
(III)

(III)
OSK2AT Geobacter G. sulfurreducens subsp. ethanolicus 
subsp. nov.  

AOM  
����



  
Form No.3 

 
DISSERTATION SUMMARY  

 
Name 

 
Title of Dissertation 

����



 
 

����



 
Form No.3 

 
DISSERTATION SUMMARY 

 
Name  

 
Title of Dissertation 

Effect of Wavelength of Light on Floral Bud Differentiation of 
Chrysanthemum 

( ) 

 Ramat.

LED

 
630 660 690 735 nm 4 LED

630 660 nm LED

735 nm LED
690 nm LED

660 nm
735 nm LED  

735 nm LED 660 735 nm LED

700 799 nm

Pfr Pr R FR
 

12  
12 735 nm LED

A 690 735 nm LED

B

LED
 

����



LED
630 690 nm LED

630 690 nm LED
630 nm LED 0.050 0.083 μmolm-2s-1nm-1

0.100 μmolm-2s-1nm-1

0.150μmolm-2s-1nm-1

 
690 nm LED 0.160 0.260 μmolm-2s-1nm-1

0.35 μmolm-2s-1nm-1

0.460 μmolm-2s-1nm-1  
690 nm LED 0.35 

μmolm-2s-1nm-1 630 nm LED 0.100 μmolm-2s-1nm-1

630 nm LED
630 nm LED 0.150 μmolm-2s-1nm-1  

630 nm 735 nm LED
735 nm LED

630 nm LED 0.150 μmolm-2s-1nm-1 735 nm
LED 0.05 0.10 μmolm-2s-1nm-1

0.15 0.20 μmolm-2s-1nm-1

0.150 μmolm-2s-1nm-1

0.150 μmolm-2s-1nm-1  

LED  
 

 
 
 
 
 

����



Form No.3 

 
DISSERTATION SUMMARY 

 
Name  

 
Title of Dissertation 

Spathiphyllum

1 40

S. wallisii Regel S. floribundum Schott

F1

3 F1

S. wallisii ‘Merry’

0 0.1 1.0 10.0 mM DMSO 1%

12 24 48

10.0 mM 3

0.7 1/142

‘ ’ ‘FW’

25037

‘FW’

‘FW’

‘FW’

1985

10 S. ‘New merry’

in vitro

����



4 5

3 4

7

NAA 0.1 μM BAP 10 μM 1

14

1.5%

0.01 31.3 In vtro

S. ‘Merry’ ‘FW’ S. ‘New merry’

‘FW’ ‘FW’

S. ‘Merry 
S.

‘Merry Super Mini SM ‘Merry 2 4
‘FW’ S. ‘Merry 

2 3
2

 
2

1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

����



 
Form No.3 

 
 DISSERTATION SUMMARY   

 
Name 

 

 
Title of Dissertation 

( )  

( )  [(P)RR]  (EC 3.4.23.15)

(P)RR
H+-ATPase

(P)RR N

(P)RR C  [s(P)RR] N
 (M8-9 ) 3

s(P)RR (P)RR
s(P)RR

(P)RR (P)RR
(P)RR

(P)RR  
 

1.  (P)RR  
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P. pistaciae 

P. sojae P. pistaciae

P. niederhauserii,
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生物環境科学専攻 生物環境管理学連合講座
主指導教員�山下 雅幸教授 (静岡大学)
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川 田 結 花

生物資源科学専攻 生物機能制御学連合講座
主指導教員�鈴木 徹教授 (岐阜大学)

博士課程に進学して既に一年が経ってしまいました｡ 就職
活動を行い､ 進路について考え悩んだ頃から２年も経過し
たのかと改めて感じております｡ 研究室配属当時は､ 自分
が学位取得を目指すどころか研究を学会で発表することを
することになるとは夢にも思っておりませんでした｡ 当時
は1偶然に与えられた1テーマをただ先生の言う通り進めて
いく､ そのような姿勢で実験を行っていたと思います｡ 大
学生活を振り返ってみると､ 修士課程へ進学することをた
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だ漠然と決めていたくらいで研究や実験に関しては非常に
受け身であったと感じます｡ しかし､ 幸か不幸か私の研究
テーマがゼロから始めたものであったため非常に愛着の湧
くものであり形にしたいという思いだけで博士課程への進
学を決意しました｡ 何か秀でているものがある訳でもなく
進学してしまったので､ 優秀な同年代の学生を見て劣等感
を感じたことは数知れず､ 特に昨年一年間は､ 研究の方向
性を見失いそうになったり出来ない自分に嫌気が差したり
して辞めたいと思ったことも正直何度もありました｡ 出来
ないなりに少しずつデータを出し､ やっと現在のテーマに
ついてどのような研究を行いたいか見えてきたところです｡
プレゼンテーションの機会も増え､ 苦手であった人前での
研究発表も克服せざるを得ず､ 英語論文執筆にあたり英作
文が出来ないなどとは言っていられず､ 更に後輩の指導に
も携わるようになり､ 指導する立場としての責任感も持た
ねばならなくなりました｡ この一年の間で技術や知識はも
ちろん､ 精神面で鍛えられたことの方が得たものとしては
大きかったです｡ 本年度は甘えたことを言っている場合で
はなく卒業を考えて過ごさねばなりません｡ ディスカッショ
ンを大切にし､ 計画的に研究に励みたいと思います｡
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生物資源科学専攻 生物資源利用学連合講座
主指導教員�矢部 富雄准教授 (岐阜大学)
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生物生産科学専攻 植物生産管理学連合講座
主指導教員�松原 陽一准教授 (岐阜大学)

博士課程に進学して１年が経過しました｡ 修士から岐阜
大学に在籍して第４年目です｡ 初めに日本に来た時､ 日本
語が上手ではなくて､ 一人で外国で生活した経験がなくて､
いろいろな不安と緊張がありました｡ 幸いに研究室の留学
生と日本人学生の先輩がいって､ いろいろ助けてくれまし
た｡ 修士入学の３ヵ月前から､ 平日がほとんど毎日研究室
に来て､ 先生から専門分野､ 日本語と英語を教えてもらい
ました｡ だんだん研究室に溶け込みました｡ 日本語も少し
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ずつうまくできました｡
この１年間の研究面については修論を通じてアスパラガ

ス忌地現象の発生主導因子の解明並びに総合的植物生育改
善法の確立を目的とします｡ これまでに､ 国内生産量首位
である長野県のアスパラガス忌地圃場をモデルとし､
�������� (��	
������	�����	�������	��������������)
法による根圏微生物相解析を行い､ ２種のフザリウム菌
(立枯病菌､ 株腐病菌) が優占種であることを明らかにし
ました｡ また､ 閉鎖系・圃場レベルにおいて､ 生物防除エー
ジェントである��� (アーバスキュラー菌根菌) ・非病
原性フザリウム菌 (����) 及び����による生物・化学
防除法・植物生育促進効果の検証を行うとともに､ 耐病性
誘導機構解明を行いました｡ 今､ モデル圃場における根圏
微生物相の年次変動解析を��������法により行うとと
もに､ ���､ ����､ ����が収量性・収穫物品質 (遊離
糖､ 遊離アミノ酸､ 抗酸化物質含量) に及ぼす影響を調査
してます｡ また､ 難防除病害であるアスパラガス茎枯病へ
の抵抗性誘導に関する検討を行います｡
また､ これまでに研究成果を昨年の国際アスパラガスシ

ンポジウムと園芸学会平成��年度春季大会で発表しました｡
さまざま分野の方の発表を聞いて､ 分からない知識も勉強
できました｡ 同時に､ 質疑応答の対応力や国際的な立場で
も通じる英語力の不足を痛感しました｡ 私にとって､ 毎回
の発表が貴重な経験として､ 記憶に残りました｡
一方､ 論文の執筆状況は､ １本目の論文の書くのは想像

以上に難しいです｡ 英語力や､ 考察の思考能力が悪いので､
先生は親切に指導してくれて大変苦労でした｡ 結構時間が
かかりました｡ 近いうちに投稿したいと思います｡ 今､ ２
本目の論文を書き始めいました｡ もう博士２年生になった
私にとって､ 成果が少なく､ 勉強不足を感じてます｡ 今後
は実験も､ 論文も､ 勉強も頑張れなければなりません｡ い
ろいろな総合的な能力の向上にも努力したいと思います｡

山 本 彩 織

生物生産科学専攻 動物生産利用学連合講座
主指導教員�土井 守教授 (岐阜大学)

博士課程に進学すると､ 専門性が深まる一方で研究室外
の人との交流が減ると思っていたが､ 現実は正反対で､ 新
たな人々と関わることができ､ 交友の広がりをもてた１年
であった｡ 入学当初はまわりに知った人がいないことから
不安は大きかったが､ 夏の農学総合ゼミナールの合宿で博
士課程の学生と初めて交流し､ とても有意義な時間が過ご
せた｡ 後期からは､ 男女共同参画推進室で学生アシスタン

トをさせていただいている｡ 業務だけでなく､ 小・中・高
校へ行き､ ｢私の研究と進路選択｣ という内容で４校､ ６
講演を行った｡ 多いときは�  人もの聞き手の前で､ ! 分
も一人で話したことは､ 人前での発表が苦手な私にとって
プレゼンの改善に大きな意味を持つと思う｡ また､ カモミー
ルカフェのイベントにも参加し､ 学部・学科を超えた交流
ができた｡
研究の面では､ ライチョウ会議に出席し､ これまでの研
究結果を報告した｡ 研究対象のニホンライチョウが環境省
の保護増殖事業の対象種になった今､ その事業がどのよう
に進んでいくのか､ 現在何が明らかになっていて､ 問題点
は何か等の詳細な部分を知る良い機会であったし､ ニホン
ライチョウの保全に向けて活動する人たちの熱意をまのあ
たりにしたことで研究へのモチベーションが刺激された｡
私の研究はサンプリングを共同研究者に依頼しているので､
現場のこと､ 各施設の問題と目的といった部分からはやは
り距離がある｡ 送られてきたサンプルしか見ていない分､
保全としての全体的な目標を見失いがちであった｡ 今回参
加したことで､ 自分は何をすべきなのか､ 学生・ホルモン
測定・研究といった私にしかない側面から何ができるのか
をとても考えさせられた｡ これらの経験により､ 研究も生
活も充実した１年を過ごせた｡
今後は､ 夏に国際鳥学会が開催され､ ポスター発表での
参加が決まっている｡ 自分のこれまでの結果を示すと同時
に､ 多くの人と交流したいと思う｡ 研究面では､ 光と内分
泌の関連を中心に研究を進めていきたいと考えている｡
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生物環境科学専攻 生物環境管理学連合講座
主指導教員�宮川 修一教授 (岐阜大学)
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望 月 貴 治

生物環境科学専攻 生物環境管理学連合講座
主指導教員�水永 博己教授 (静岡大学)

研究の方針には大きな方向転換はなく､ 入学当初に指導
教員から頂いた ｢天然林の環境勾配に伴う林冠三次元構造
の変異と生態機能に及ぼす影響｣ という題目に矛盾しない
研究をしている｡ しかし､ 実際行っている解析はこの題目
の基礎部分でしかなく､ この題目に到達するまでの距離は
相当なものだと感じている｡
この題目では ｢環境に伴う林冠構造の変化｣ と ｢林冠構
造が樹木の生態的な機能に及ぼす影響｣ の２点を謳ってい
る｡ 一方で､ 今年度取り組んできたのは林冠構造の測定手
法を開発することだ｡ つまり､ 樹木の生態的な解析を目標
としているのに､ まだ､ その測定手法の技術的な問題を解
決に取り組んでいる段階ということ｡ 林冠構造の測定を難
しくしている原因は至極単純で､ 樹木が大きすぎることと､
葉が多すぎること｡ それを克服するために高価な３�レー
ザスキャナを購入していただき､ 林冠構造の測定に取り組
みはじめたのが今年度はじめのこと｡ そこで､ 今､ 技術的
な段階で停滞している原因となった２つの問題が生じた｡
一つは2�レーザスキャナのデータが大きすぎること｡ 多
い時には344億個の距離データを扱うことがあり､ 慣れな
いうちはデータのチェックさえ満足にできない状態だった｡
ただ､ データ処理に慣れてきた今ではこのデータ量は頼も
しい限りだ｡
もう一つは最新のレーザスキャナでも樹木の葉の多さに
は敵わず､ 一部でデータの欠損部分を生じてしまうこと｡
樹木の葉は土地3�1の垂直上方の空間に2�1～34�1あるこ
と知られていて､ この量が相手だと完璧に測定するのは難
しかったようだ｡ その欠損部分を何とか補間するために知
恵を絞ってようやく林冠構造の測定する目処が立った｡
現在､ 技術的な段階をようやく抜け出して､ 本丸の樹木
の生態的な解析を始めようとしている｡ あと２年間この題
目に到達するのは相当難しそうだが､ 期待を込めて頂いた
題目なのでこの題目にあった最終の発表会を行えるように
より一層研究に励んで行こうと思う｡
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山 下 晋 司

生物資源科学専攻 生物機能制御学連合講座
主指導教員�鈴木 文昭教授 (岐阜大学)

食品メーカーを休職し､ 博士課程に入学して一年が過ぎ
た｡ 生命科学の進歩は著しく､ 最新の知識修得のために修
士課程を修了してから��年ぶりに恩師の研究室で研究を再
び始めさせていただいている｡ 以前は､ 血圧調整因子とな
る酵素蛋白質やその前駆体そのものについて研究を行って
いたが､ ��年間で周辺領域が大きく拡大し､ この酵素およ
びその受容体に多くの疾病との関連性が確認されてきた｡
このため当初は､ 様子の違いに戸惑い､ なかなか本格的な
実験が進められなかったが､ やっと､ 知識の充填も進み始
め､ 研究室では､ 学部生や修士の皆さんとも馴染んでこら
れたと思う｡ 修士からの継続ではないため､ ここ一年間は､
試料調製などで時間が過ぎ､ 成果というものは出ていない
が､ 二年次である今年は､ 成果に結び付ける検証を進める
年として､ さらに､ 精進していきたい｡
会社では､ 時間優先で仕事を進め､ 簡略化できるものは

簡略化するという姿勢であったが､ 大学では逆に手間を惜
しまないことが学習でもあるので､ 様々な工夫が必要とな
り､ 楽しく研究を進めている｡ また､ 社内では色々な仕事
も多く､ 一つのことに集中して時間に囚われず考えること
ができない｡ 結果に対し､ 先生方ととことん議論し､ 再び
実験に戻るというサイクルは､ なんとも贅沢な時間の使い
方である｡ 社会人として学んできた技術､ 知識を生かしつ
つ､ 現在の研究が社会に役立つものになれば､ ありがたい｡
また､ 同級生には海外からの留学生も多いので､ 視野を広
げる機会を有効に生かしていきたい｡ さらに､ 世代の異な
る方々と接することは､ 彼らの考え方を学び､ 会社に戻っ
てから若手との世代間差を埋めるのに役立つものと考えて
いる｡
短い期間ではあるが､ 学生に戻って､ この現在を過ごせ

ている時間を有効に生かしていきたいと思う｡

時 澤 睦 朋

生物資源科学専攻 生物機能制御学連合講座
主指導教員�山本 義治教授 (岐阜大学)

博士課程に入学して早くも一年が経過しました｡ 植物の

不良土壌ストレス耐性メカニズムの解明という大きなテー
マに圧倒されながらも､ 充実した研究生活を送っています｡
博士課程に入学して最も意識することは ｢論文を書く｣ と
いうことです｡ もちろん､ 論文を書くための研究ではあり
ませんが､ 自分の研究成果を社会にアウトプットする重要
な機会です｡ 昨年度の終わりごろから論文の執筆準備を行っ
ていますが､ これは私にとってはじめて経験です｡ 自分で
は､ 論理的で完璧なストーリーを構成するだろうと思われ
ていた数多くの図や実験結果を並べてみると､ 実際にはあ
まり意味の無いものであったり､ 論理に矛盾が生じていた
りと数々の問題が出てきました｡ これらの問題を解決する
ことは大変な作業ですが､ その一方で問題が少しずつ解決
されていく様子は気持ちの良いものでした｡ これまで先生
方に何度も言われてきた､ 論文をイメージして研究しろと
いう意味を自らの体験から遅ればせながら理解できたこと
は､ 昨年度の最大の収穫ではないかと思います｡ 今は､ 複
数の研究テーマを並行して行っていますが､ 研究計画の立
案や実験結果を評価する際には完成した論文をイメージし
て､ どのような実験が必要か､ 仮説を証明するにはどのよ
うなデータを出すことが素直なのかということを意識して
研究を行っています｡ 今年度は､ 現在執筆中の�本の論文
の投稿と､ 新たな研究課題の大規模な実験が控えておりそ
の準備に追われていますが､ 実験から得られると予測され
るすばらしい結果を想像して楽しく研究を行っています｡
また､ 昨年度は日本土壌肥料学会で優秀ポスター賞と連合
農学研究科の研究科長表彰を受賞することができました｡
これは､ ひとえに研究を指導していただいた山本義治先生
と小山博之先生､ 研究室の皆様のおかげです｡ この場を借
りて御礼申し上げます｡ 最後に､ 研究活動に必要な金銭的
な支援をしていただいている日本学術振興会に感謝いたし
ます｡

清 水 祐 美

生物資源科学専攻 生物資源利用学連合講座
主指導教員�山内 亮教授 (岐阜大学)

連合農学研究科に入学して１年が経ちました｡ この１年
はとても早く過ぎていきました｡ 研究テーマは､ 食品の加
熱調理・調味料の添加が脂質酸化に与える影響と関係性の
解明について研究を行っています｡ 博士課程では､ 学部・
修士の時に行ってきた研究内容を思い切って変更すること
にし､ 修了後に取り組んできた脂質酸化を研究テーマに進
めることにしました｡ しかし､ 統合農学ゼミナールでの研
究発表や１回目の中間報告を通じて､ 自分の研究テーマの
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計画の未熟さを痛感し､ 試行錯誤の日々でした｡ 中間発表
終了後から､ 研究テーマの詳細な見直しと脂質酸化の測定
指標の見直しを始めました｡ まず､ 脂質酸化に関する様々
な論文を読み直しました｡ 論文を読むことによって､ 新た
に食肉の脂質酸化に関して研究してみたい内容を見つける
ことができました｡ また､ これまで行ってきた脂質酸化の
測定手法を見直すとともに､ 様々な脂質酸化の指標を測定
していき､ 検討してきました｡ この１年の研究を通じて､
今まで行ってきた食肉と調味料の脂質酸化の関係性につい
て､ 調味料を変更し､ 調味料と食肉の脂質酸化のメカニズ
ム解明を進めていきたいと考えています｡
また､ 社会人として勤務しながら博士課程に入学するこ

とを決めました｡ この１年は､ 勤務する傍ら研究を進める
時間がなかなか確保できませんでした｡ 仕事に支障をきた
すことはできないので､ 仕事が第一優先となり､ 研究は次
という形になり､ 進まなかったこともありました｡ しかし､
仕事を理由に逃げることもあったことも事実です｡ 今年は
研究と向き合う時間を確保していくことが大切だと感じて
います｡ 遅れを取り戻すためには２年生の研究計画をどの
ように進めるかが重要であると考えています｡ これからは
自分自身との戦いだと思い､ 気持ちを新たに頑張っていき
たいと思います｡

北 川 絵里奈

生物資源科学専攻 生物機能制御学連合講座
主指導教員�早川 享志教授 (岐阜大学)

社会人博士として博士課程に入学して､ 瞬く間に１年が
経過しました｡ 私は現在､ 愛知県稲沢市にある名古屋文理
大学で助手として勤務しています｡ 岐阜大学大学院で修士
課程を修了後､ 現職に就き､ 社会人１年目が終わるころに
博士課程への進学を決意しました｡ 仕事と学位取得に向け
た研究を両立させられるかとても不安でしたが､ 指導教員
の早川先生や研究室の仲間の支えもあり､ 何とかやってこ
られました｡
私の研究テーマは ｢ビタミン��欠乏時の脂質代謝に関す

る研究｣ です｡ 修士課程から引き続いた内容で､ ラットに
おいてビタミン��欠乏時に起きる様々な代謝異常に着目し
て研究を進めています｡ この研究は､ ラットをビタミン��
欠乏状態にすると､ 肝臓に顕著に脂質が蓄積することを発
見したことから始まりました｡ 研究を進めるうちにその原
因が徐々に分かってきましたが､ 詳細なメカニズムは解明
できておらず､ それを突き詰めることに面白みを感じてい
ます｡ 平成��年度は､ 修士課程で行った実験を論文にまと

めることに重きを置き､ 研究を進めました｡ 英語論文の執
筆は初めての経験で､ 文を一つ作るにも手間取り時間がか
かりますが､ 平成��年度中には１報目の論文を投稿したい
と考えています｡
また､ 博士のテーマ以外にも､ 職場でさまざまなテーマ
の研究に携わらせていただいています｡ 例として､ 幼稚園
児とその母親の生活習慣と食事内容に着目した研究､ 米の
消費拡大を目指した米パン製造の研究､ 乳酸菌を利用した
加工食品の製造に関する研究などがあり､ 内容は多岐に渡
ります｡ 博士の研究を進めながら､ これらの研究も並行し
ていくことで視野を広げ､ 将来の自身の研究テーマの確立
に活かしていきたいです｡
最後に､ プライベートの変化として､ 平成��年３月に結

婚し､ 研究と仕事のみならず主婦業も兼任する三足の草鞋
生活を送ることとなりました｡ ますます忙しい生活になる
ことが予想されますが､ 計画を立てて着実に研究を進め､
最終目標である学位取得を達成することをここに宣言し､
近況報告とさせていただきます｡
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生物生産科学専攻 動物生産利用学連合講座
主指導教員�八代田真人准教授 (岐阜大学)

�� �	
���� ����������
����
 ����	��

�	�� ��
������ 
� 
	��� ����� ���
 �����

��������� �� ����	� ���� � ���� �� �����

��������� 
� 
	��� �������� �� ���� !��

����������
	���"	��������"��#������
 $���

�������������
�	��������	��	�����	�	�	��

���������	�	��%����������������
�&������

'�� �

���	���� 	���� � �������� 
� 
	���"

��#��� ��	
����	�	���(����
����)*��

������ �����	& 	�� �	�	�����������	
�

���� 	������������	�������������!����	�	�

	������		����������������'�� �����#����	��

��	�"���	������������� �����	�������
�

����	���	�	���	���	
���	��+�
����!�����!

�������
����'��� ���	����)*, �!		�������

		�����������������-�����$�	��	��(�����

��.#���������(������ $��� -����������� 
	/��

�	��
	������������������ �������	��� 	��
	�

����������'����##����	����#���! �"
 �	���#�

��	� �����# 
� 
	��� ����� � ������ ��

������� ��&�����&�������& �����! ����	���

�*)0�



���������	
�����������	������������

������	����������������������������	��	����

����
���	�����	������� ��	��� ���

����
�������	������� 	������������

������	���	�������	� 	� �������	�����	

���� 	� ������������	���	��
�� ���������

 ���!���	����������������������������

���������� ��������	�������������

���� 	�������	�"����������������

����	������	����������	������#�� $

������	
������	������	�		��

�� 	� ���	 $ ���
� ������ ��	 �� ����	

������	
	��������������������������

	����������	��	���%�	���������&����	��������

���������	�'���	��������������	��	���	��

	�������������������(��	��
��	��������	

�����	���
	������ ������������ ���	��	��

)���	�����	��	���
���������������	�	���	�

���� 	� ���	������	��� ������	����*�		�

�������	�����	��	
	��	���%�	��������������

�������	��������������������	���+����


�����
	�������� �� �����������		��	�

, �����	- ����� �����
���� 	�� ��� .

���	���/����� 	���.���	��
0� ��� �����

����	�����������������������,��	��

��������	�������	������������	�����


����%�	�� ��	���������	��������

1�� ��� ���	� ��	��	��
�����
�����

�1��� �	 ����� � ������ ������� ��� 	�

������������	�����������	���������

/����23$4
������ �5� �	��	���	����	��

����	��������� 	���	� ��	���� ���� 	���

������	�

*���� 	��	
�� "����	 23$4
� �		��� 	�

��	���	��������	���������������6�	����

7����	������(�����������8�����
8��%����

)���� �� 	��� ������
 � ��� ���� �����

��	��	�����	��������������	�	�������	

�� ��/ �������������� ���� �������	����

��	���� ����		���������	��	��� �������	���

������	��� ��	��������		���	�������������

�������	����������������	��� �����������

�	���	���	��������	�������	��������	

�� ��/ �������� 6��������	��� �� �� ���

�����	��	���������������
���	�������������

��������������	�����	��	�������� 43

0����23$9	�2"����23$9
��������	�		�

.3	� ������� ��:����� ����	� �����������

������8����������	����������������� ������

:���� ��� ����� ����	� 	��� ��	�	

�������	������� ��� � ����	�	��� ��	� 	�

	�	�;7���	������� ��������	� ����&����	�

������� ��	� �� �� ��	�� ��� ����	��� ��

���;��	�������		��	��	���������	�	���

�	�����������������	����������������

������������������	�����	�	���������

	������+����
������ ���� �������"��

��	�������
��	������	����������	��

������
����		�
��	����� �	�	����������

����	�<� 23～29"����	23$9
������		��	�
=	� 6�����:�����>��� ��������� ������� ��

6��������
6���������	��
�����������	�

��	������
��� ������	�������������	

���� 0�� ��	� $3������*� 	���������	
�

��� 	� ���� ��� �	���� �� �	������� ���

����	���������������&����	���������"		�

���	��
���	�����	���������	���	�	�

������	���������	����������	���	�����	��

��� �����������
��	�	�����	���������

���������	�������	���
��	������
�������

������� :�������� �������� ���� ����

:���������	�������	���?

��������	���
���

生物環境科学専攻 環境整備学連合講座
主指導教員�千家 正照教授 (岐阜大学)
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生物資源科学専攻 生物機能制御学連合議座
主指導教員�岩橋 均教授 (岐阜大学)

１�研究テーマ： 薬用植物の有効成分への���処理の
影響

２�研究目的 ： ���プロセスは他のプロセスより
・生産効率がよいか
・食品安全性の確保ができるか
・機能性成分の強化及び変形可能性があるか
・栄養成分の品質維持ができるか
を調べる｡

３�現在､
薬用キノコの多糖類粉末を���プロセスで生産し､
��ご飯及び家庭料理に添加する味付け用商品
��デザート用ゼリー飲料商品
開発しています｡

４�今後は
食品の食感を差別化するために､ 増粘多糖類への���
処理の影響を実験し､ より多様な���キノコの多糖類含
有商品を開発する予定です｡
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生物環境科学専攻 生物環境管理学連合講座
主指導教員�大塚 俊之教授 (岐阜大学)
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平成26年度岐阜大学大学院連合農学研究科
総合農学ゼミナール実施

世話大学 岐 阜 大 学

１. 期 日 平成��年８月��日 (火) ～��日 (金)

２. 場 所 ｢東海地区国立大学共同中津川研修センター｣
〒�����	�	 岐阜県中津川市苗木６３９�２０

��０５７３�６７�２００２

３. 集合場所・集合時間
岐阜大学配置学生 ８：� 岐阜大学連合大学院研究科棟玄関集合
静岡大学配置学生 ８：� 静岡大学農学部Ａ棟玄関集合

※交通案内
岐阜大学 全員バスを利用：岐阜大学→東海環状道・中央自動車道 (関広見インター) →中央自動車道

(中津川インター) →東海地区国立大学共同中津川研修センター
静岡大学 全員バスを利用：静岡大学→東名高速道路→中央自動車道 (中津川インター) →東海地区国

立大学共同中津川研修センター

４. 講 師 岐阜大学 杉本勝之 (キャリアパスコーディネーター)
加藤晴也 (海外連携コーディネーター)

静岡大学 小川直人 教授, 田中 孝 助教

特別講師 ������‐����������� (東京農工大学准教授)
��������(スブラス・マレット大学農学部講師)
��������������� ���������(岐阜大学教養教育推進センター特任准教授)
大久保 勉 (太陽化学株式会社ニュートリション事業部研究開発グループ)

５. 日 程

�	���



６. 経 費 学生 �����円 教員 ������円 (全日程参加の場合) 内訳 (円)

７. 宿 泊 宿泊室 (部屋割) は受付の際にお知らせします｡

８. 携 行 品 テキスト (実施要領), 筆記用具, 発表用のパワーポイント, 上履き, バスタオル, タオル, 洗面用具,
ジャージ等 (寝巻き), 雨具, 着替え, 常備薬, 健康保険証 (コピー)

９. そ の 他 学研災・学研賠に加入していること｡
ゼミナール中の健康管理については, 十分留意してください｡

○ ｢学生の研究発表｣ では, 全員がパワーポイントを使って一人	�分程度 (発表	�分程度, 質問５分程度)
の研究発表を行う｡

○ このゼミナール終了後, レポートを平成	
年９月�	日 (金) までに提出願います｡
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平成26年度連合農学研究科総合農学ゼミナール開催

岐阜大学大学院連合農学研究科では､ ８月��日 (火) から��日 (金) にかけて､ 東海地区国立大学共同中津川研修セン
ター (岐阜県中津川市) において合宿形式の ｢総合農学ゼミナール｣ を実施した｡
当セミナーには､ １年生��名 (留学生��名含む) が参加し､ 教員や他研究機関の講師による講演の開催､ 学生による研

究テーマに沿った研究発表により､ 学生一人一人のプレゼンテーション能力を一層高めること及びコミュニケーション能
力を身につけることを目標として行われた｡
初日の��日 (火) は､ 開講式､ 協定大学であるスブラス・マレット大学農学部講師の���	
�	�先生の特別講演､ 若手

教員の田中孝助教 (静岡大学) による研究発表､ ２日目の�日 (水) から��日 (木) 午前は学生による研究発表が行われ､
質疑応答も活発に行われた｡ ��日 (木) 午後は､ 教養教育推進センター特任准教授の�
��	���	先生の英語での論文の書
き方を学び､ インダストリー部会会員の大久保勉氏 (太陽化学株式会社) の特別講演等を行った｡
各日の夕食では､ フリーディスカッションを行い､ 教職員と学生の交流が行われ､ 研究内容を知ることにより視野を広

げることができた｡ 最終日��日 (金) は､ 中津川市の ｢中津川サラダ農園｣ ｢ちこり村｣ を見学し､ 昼食後の閉講式では､
千家研究科長の講評､ プレゼンテーションの優秀学生表彰が行われ､ 全日程を終了し全員無事帰路に着いた｡
当初の目標を十分達成し､ 有意義なゼミナールとすることができた｡
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総合農学ゼミナール講義内容について
博士課程に入学して､ ５か月が過ぎた｡ 漠然とした自分

の課題研究は､ 自分なりに長い間継続してきたつもりだっ
たが､ 最近感じていたのは､ 過去の方法論に若干の疑問を
持つようになっていたことだった｡ ３泊４日の今回の総合
農学ゼミナール講義は､ その点において得るものが大きかっ
た｡ 外国人のプレゼンテーションを数多く聞くことができ､
また日本人のプレゼンテーションを通して､ 自分の専門外
のテーマにもかかわらず彼らのテーマへのアプローチが明
確にされるプロセスに触れることができ､ 今後の自分のテー
マへの取り組み方法と論文作成時における守るべき原則を
明確にできたと考えている｡

��本以上のプレゼンテーションを聴講するなかで､ 同室
であった静岡大学の�君のプレゼンテーションは､ その研
究テーマに向かう真摯な態度と研究テーマに対する的確な
アプローチは素晴らしいものがあった｡ 彼は､ 私と同様､
６年の長期履修組ということであったが心強いものがあっ
た｡ 内容は､ まったく門外漢の私には理解できないもので
あったが､ 彼のテーマへの論理性と実証性において､ 質の
高い客観性を感ずることができ､ その方法論において自分
のテーマでの範となると確信している｡ 彼が最終投票にお
いて２席になったことはうれしかった｡
一方､ 今回のゼミナールで最も感じたことは､ 英語力の

一層の充実が必要ということであった｡ 夕食昼食時や懇親
会ではフリーカンバセ―ションは多くできたが､ プレゼン
テーションでの英語での発表に取り組むことはできなかっ
た｡ 英語での発表は全日本人中､ 同室のＭ君のみであった
が､ 今後の私の課題として残された｡

先生方の講義も受けたが､ なかでも農工大のアジマン先生
の講義は､ 論文とプレゼンテーションのあるべき姿をサン
マライズしたものであった｡ 英語スピーチにもかかわらず
全体像を把握することができたと考えている｡ 昼食時に先
生とお話しする機会を得たのでレジメがないことを質問す
ると､ 的確なお答えをいただきその理由が理解できた｡ 先
生の考え方からは､ 日本人のプレゼンテーションにおける
欠点を把握しており､ そのうえでレジメがないことにシン
プルなお答えをいただいた｡
私の場合､ 今回は今後６年間の冒頭での体験であったが､
通常３年間のドクターコースの中で再度最終年度にこのよ
うな機会があれば､ それが一つの課題の到達チェックにな
り､ そのことが各自の目標にもなるのではないかと考えた
が､ このような機会は正式には１回であるとお聞きした｡
残念である｡ (Ｋさん)

８月��日から��日の総合農学ゼミナールに参加し､ 非常
に有意義な時間を過ごしてきました｡ ４日間の研修で強く
感じたのは､ コミュニケーションツールとしての英語の重
要性でした｡ 私は留学の経験がなく､ 外国人の方と話す機
会も少なかったので､ この研修で様々な国籍の学生・先生
と過ごしたのは､ 私にとっては新鮮な環境でした｡ 同時に､
自分の英語力の不足をひしひしと感じましたが､ 国内の研
究者だけでなく､ 国外の人たちとももっと研究について話
せるようになりたいという欲求も生まれました｡
学生の研究発表会では､ プレゼンテーションの技術につ
いて学ぶことが多くありました｡ 今回集まった学生の研究
テーマは多種多様で､ 普段の研究室ゼミや学会発表とは異
なり､ お互いの研究背景について殆ど知識がないため､ い
かに自分の研究をわかりやすく説明するかが重要だと感じ
ました｡ 聴衆によって発表内容や説明方法を変え､ どんな
人に対しても分かりやすく説明する技術を磨いていきたい
と思いました｡ 最初に聴衆の興味を引きつけるのも効果的
で､ その点では留学生の皆さんの発表が非常に参考になり
ました｡ 今回の発表会ではありがたいことにベストプレゼ
ンテーション賞を頂き､ 先生方から研究について好意的な
意見を頂けたことも嬉しく思いました｡ また､ 他の学生の
研究発表を聞いたことは､ 自分も研究に精一杯打込もうと
いうモチベーションにもなりました｡ 私の研究室には他の
博士課程の学生がおらず､ 一人でモチベーションを維持す
るのは大変でしたが､ 今回､ 同じ��の皆さんと色々とお
話して勇気づけられた気がします｡
何より､ 皆さんと４日間セミナーハウスで過ごしたこと

§���§



がとても楽しかったです｡ 連大の学生さんは社会人の方や
多様な国の方がいらっしゃるので､ 学生同士で話すだけで
も沢山の気付きがあり､ 他国と日本の文化や､ 自分のキャ
リアパスについて改めて考える良い機会になりました｡ 今
回の総合農学ゼミナールは､ 私にとって実り多い研修とな
りました｡ 今後も研究に励み､ 広く活躍できるドクターに
なれるよう頑張っていきたいと思います｡ (Ｍさん)
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(Ｈさん)

総合農学ゼミナール講義内容について
■はじめに
今回の総合農学ゼミナールは､ 当初､ あまり積極的に参
加したいという気持ちでは無かった｡ というのも､ ｢何の
目的の合宿なのかわからない｣､ ｢自分の研究の専門外の人
ばかり｣ であり､ 自分の調査の忙しい時期に４日間も拘束
されることに､ 正直嫌気がしていた｡ しかし､ 研修を終え
た後に思ったことは､ ｢参加して良かった｣ ということで
ある｡ なぜなら､ 自分と同年代の大学院生と会う機会は非
常に限られている上､ ４日間を通して親睦を深めることが
できたからである｡ そういう意味では有意義な�日間であっ
た｡

■講義内容について
講義内容については､ いいものもあり､ 必要ない (もし
くは不十分な) ものもあると感じた｡ 良かった点としては､
アジマン先生の講義など､ 非常にユーモアに溢れる英語の
講義が聞けたことは有意義な時間であった｡ 必要ないと感
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じたのは､ 就職支援についての講義である｡ 以前も聞いた
話である上に､ 民間研究職への就職もしくはインターンの
話だけであり､ 大学への研究職を目指すにはどのようにし
たら良いかといったフレーズは全く無かった｡ もちろん､
大学院を出た後に､ 民間の就職を考えることもあるだろう
が､ 大学院の博士課程まで残っている人たちの多くは､ 大
学や国立の研究機関への就職を考えている人も多いはずで
ある｡ そのような希望を持った人たちに対しての情報提供
が全く無かったのは残念であった｡ また､ 私は昨年まで､
民間のコンサルタント会社に勤めていたため､ 民間への就
職はどのようなものかについては今回お話しいただいた人
よりも実感している部分があるので､ そういった意味でも
今回の内容には不足があると感じた｡

■提案内容
今回の研修を受講していくつか気になった点があり､ 今

後の改善にもお役立ていただきたいとの想いから､ いかに
２点､ 提案を記載する｡
①プレゼン内容について→ ｢研究テーマについてのプレゼ
ンを用意すること｣ との指示であったが､ 非常に漠然と
しすぎており､ 日本語でいいのか､ 英語なのか､ 専門的
な内容はどこまで許容されるのか､ 過去の研究内容はお
話する必要があるのか､ などわからないことばかりであっ
た｡ それも含めて創意工夫させるということであれば､
今のままでもいいのだが､ 例えば､ 以下のような記載を
増やすことでよりプレゼンが聞きやすいものになると考
える｡

１) プレゼンテーションのスライドは英語で記述するか､
日本語の場合は英語のテロップを要所につけること｡

２) はじめに自己紹介および修士までの研究内容をスライ
ド�枚作成すること

３) 他分野の人にもわかりやすいような表現を心がけるこ
と

②参加されている教員のプロフィールについて→今回は非
常に多くの先生が来られており､ 懇親会等で交流するこ
とができた｡ しかしながら､ 先生方の専門内容について
はこちらからお尋ねするしか知りようがなかった｡ 最初
から理解していれば､ より自分の興味がある先生と交流
したり､ 話の幅を広げることが出来たと感じた｡ そこで､
事前配布する冊子の中に各先生のプロフィールや研究内
容について記載することで､ より親睦が進むものと考え
る｡

■おわりに
今回の研修に当たっては､ 先生方をはじめ大学事務の方､

また､ 同期の学生に非常にお世話になりました｡ この場を
借りてお礼申し上げます｡ また､ この研修において私の研
究内容や研究に対する思いを発表する場を与えていただい

たことも感謝しています｡ これからもこの経験を生かし､
自分の研究を進めていきたいと思います｡ (Ｍさん)

特別講義に関して：東京農工大学アジマン先生がされた論
文の書き方に関する特別講義は､ これから論文の執筆が必
要となる私たちにとってとても有意義なものであると感じ
られた｡ 英語力不足のため全てを理解するには至らなかっ
たが､ 日本人特有の間違った言い回し・表現など身に覚え
のあることばかりでとても勉強になった｡ 今後､ 受け身や
時制など今まで意識していなかった部分にも注目できるよ
うになったため､ このような講義はとても勉強になった｡
コマリア先生の講義では､ 私にはあまり考える機会のない
農業用水の保全や灌漑についてだったので､ 低い土地には
ダムがあまり向いていないなど言われてみれば当たり前の
ことだが新鮮に感じた｡ スリカンタ先生の講義では､ ｢拒
否・拒絶｣ に対する捉え方を学ぶことができた｡ 自身の実
例を交えながらの講義は､ とても説得力のあるものであっ
た｡ 自らの経験を振り返ってみた場合､ どうしても落ち込
んでしまうのでその教えをすぐに実践できるかはわからな
いが､ 今後目指すあり方の一つとして意識していこうと思
う｡

セミナーに関して：小川先生の講義では､ 土質の違いによ
り������	
�����	�������の生育の成否が与える理由
に関する科学的な考察について質問できなかったのが心残
りだった｡ しかし､ プロトコルが確立されているような実
験でも､ その原理を理解し最適化していく姿勢の大切さを
教えていただきとても勉強になった｡ 今後の実験の取り組
み方や下の学生の指導に活かせていきたい｡ 田中先生の講
義では､ 木材の着色の原理を､ 放射性セシウムで汚染され
た木材の除染に利用するという､ 創造的な研究結果につい
て講演していただきとても面白かった｡ 杉本先生の就職に
関する講義では､ 博士取得者の日本における現状を把握す
ることが出来て勉強になった｡ 加藤先生の講義では､ 今後
の日本の経済活動における東南アジアの重要性や留学制度
が充実していることを知ることができて有意義であった｡

全体を通して：今回のゼミナールに参加して､ よかったと
感じたことは､ 静岡大学の学生やほかの専攻の学生､ 先生
方など普段関わることの無い方たちと交流できたことであ
る｡ 博士課程から新しい分野に挑戦する人や､ 教師や技官
として働きながら博士を目指す人､ 学位取得要件をもう少
しで満たす人などがいて研究室の中での実験や論文からは
受けられないような刺激を感ずることができ､ はじめは､
�日も拘束されることに抵抗を禁じ得なかったが､ 終わっ
てみてこのゼミナールを振り返ってみるととても有意義な
時間を過ごすことができた｡ (Ｓさん)

�����



総合農学ゼミナール講義内容について
今回私たちは､ ４つのセミナーと４つの特別講演を拝聴

した｡ その中でも特に印象に残った講演と､ 合宿で感じた
ことについて述べる｡
セミナーⅠ､ Ⅱ､ Ⅲ､ Ⅳ
特に興味深かったセミナーは､ 静岡大学田中孝助教の講

義であった｡ ホットな話題である木材からのセシウムの除
去というテーマで､ 異分野の人にもわかりやすい講義を行っ
て頂いた｡ 製材の水分を除くために温度を上昇させ乾燥さ
せる過程で､ セシウムが木材の表面に移動するため､ 表面
を削ることで木材に含まれるセシウムの一部を除去できる
という内容であった｡ 興味深かった点は､ セシウム移動の
可視化に�線を使用した点である｡ 単純であるが､ 良いア
イディアであると感じた｡ 単純なことほど思いつかないた
め､ 私もこのような発想を大事にしていきたいと学ぶこと
ができた｡

特別講演Ⅰ､ Ⅱ､ Ⅲ､ Ⅳ
特別講演Ⅲは､ 本合宿において最も心に残る講義となっ

た｡ テーマは ｢�������	
 (拒否､ 却下) からの教訓｣ と
いうことで､ 講師の����
��先生の実体験を基に講演
して頂いた｡ 印象に残ったのは､ 拒否・却下されても何度
もチャレンジすることが大切であるということである｡ 実
は､ 私はこの合宿の前に論文執筆に携わり､ いくつかの雑
誌に投稿したのだが､ 掲載あるいは審査を却下されてしまっ
た (３つ目の投稿先にて無事�����された)｡ なぜこの素
晴らしい論文を認めてくれないのか､ なぜ審査もしてくれ
ないのか､ 初めての経験に戸惑った｡ しかし先生の講義を
聞くことで､ なぜ却下されたのか理由をしっかりと考え､
修正し､ 新たな雑誌への投稿を何度もチャレンジすること
が重要であることを､ 改めて学んだ｡ もちろん論文投稿だ
けでなく､ 研究全般について当てはまることである｡ 失敗
を恐れずチャレンジしていきたいと初心を思い出し､ 心に
響く興味深い講義となった｡

まとめ
今回の合宿に参加して良かったと思える点は色々とあっ

たが､ ここでは２点述べたい｡ １つは､ 同期の方々と実際
に会い､ 研究や普段の生活など様々なことを話すことがで
きた点である｡ 自身を含め社会人ドクターの方が多く､ バッ
クグラウンドや研究分野は異なっていたが､ 学位取得に向
けて進む思いは一緒であることが分かった｡ 皆も頑張って
いるのだなと､ 勝手ながら精神的支柱を得た感覚である｡
もう�点は､ 自身のプレゼンを英語で発表したことである｡
慣れない英語と緊張感が重なり何度も噛んでしまい､ 余裕
をもって発表を行うことはできなかったが､ 留学生や先生
方の前で､ 英語で発表するということ自体に意味があると
前向きにとらえ､ 少しだけ自信につながった｡ しかし研究

内容や質疑応答､ 英語でのプレゼンスキルなど改善しなけ
ればならない部分は山積しているため､ 今後はより一層研
究に邁進していかなければと､ 身の引き締まる思いとなっ
た｡ (Ｍさん)
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先ず､ ４日間にお世話になりました先生方と連農事務室
の係に心より感謝申し上げます｡ みんなの御蔭様で､ ４日
間を愉快に過しました｡
日本に来て､ 初めてこんな大人数で合宿して､ 本当に楽

しがった｡ "�日の講義を終わって､ 初めての夕食で､ 自己
紹介して､ みんなと知り合って､ ４日間で家族見たいに生
活しました｡ 私たちの部屋は５人で､ ４つの国 (日本､ 中
国､ タイ､ ミャンマ－) の学生です｡ 食事を終わって､ 部
屋に来て､ みんな明日の発表を一生懸命準備していました｡
緊張していると言っている人もいるし､ 時間の調整をどう
してもできないと困っている人もいるし､ まだ直すところ
が一杯あると慌てている人もいます｡ &つの国の人たち日
本語と英語で交流して､ 時々は相手の言っていることをあ
まり分かってないので面白いことを起こって､ みんな笑い
ます｡ 言葉の原因で､ 相手の話をあまり分からない時､ 辞
書を調べて､ 頑張って交流しました｡
"%日の研究発表で色々な質問を受けて､ また先生方のご

意見を聞いて､ 自分の研究の不足面を分かって､ 大変良かっ
たと思っています｡ "%日のフリ－ディスカッションの時間
に東京農工大学のＡ������先生と話して､ 先生も同じト
ウモロコシ生産について研究していることを分かりました｡
先生とずっとトウモロコシ生産についての話をして､ 私の

理解できないところ､ 迷っている問題点について先生は色々
な方面から説明してくれて､ もし機会があれば比較研究し
ても良いと言われた｡ 本当に心はすっきりしていました｡
",日の午前中に私たちの発表は全部終わって､ やっと終
わりましたとみんなとても気楽なったみたい｡ みんな懇親
会を期待していた｡ 三日目､ みんなとの話をもっと多かっ
て､ 何でも自由に話すようになったので､ なかなか時間が
足らないみたい｡ もうそろそろ終わる時間ですと係からの
話を聴いて､ 時間がたつのはなんて早いと思われた｡ みん
なも私と同じ気持ちだろう｡ また､ 楽しい一日を過しまし
た｡
"-日朝ご飯を食べ終わって､ 部屋を綺麗に掃除して､ 見
学施設へ移動しました｡ 中津川サラダ農園のそんなたくさ
ん量の野菜栽培を５～６人で出来て､ 殆どロボットを使用
して､ 素晴らしいと思った｡ 化学肥料の変わりに温泉水と
モンゴルの天然塩を使っていると説明から聞いて､ モンゴ
ルの塩で､ どこから取っているかと考えていた｡ 出る前に
社長とあって､ 私の自家の近くから輸入していることを分
かった｡ ちこり村に行って､ チコリの栽培を見て､ チコリ
を使って､ 色々な健康食品を作っていると聞いて､ 流石は
日本人だ､ 本当に資源をよく利用すると思われた｡ 美味し
い昼ごはんを食べて､ 予定通りに静岡大学のみんなと分か
れて､ ４日間のゼミナ－ルを終了しました｡ 皆さん本当あ
りがとうございました｡ (Ｗさん)

総合農学ゼミナール講義内容について
講義の前半は､ 大学での研究の手法や計画立案に関する
講義であった｡ 研究の出発点となる先行研究を踏まえ､ こ
れまでの知見に新たな視点を加えることや､ 補強する形で
のテーマ・課題の設定が求められる｡ また､ そうした研究
を学会等でプレゼンテーションにより発表する際には､ 聞
き手にいかに自らの研究に引き込むかが重要で､ 限られた
時間で簡潔にかつ要点を絞った発表が求められる｡
受講者どうしのプレゼン発表が２日目・３日目を使って
行われた｡ 研究分野や専攻がそれぞれ異なり､ 留学生によ
る英語でのプレゼンもあったことから､ 質疑応答や要旨の
重要性も理解することができた｡ 日本人学生でありながら､
プレゼンテーションの内容も口頭発表も英語で行っている
受講者がいたことに感銘を受けた｡ 私も今後はこうした機
会を利用して積極的に英語での発表に挑戦しなければなら
ない｡ また､ 要旨やタイトルについて､ しばしば翻訳ソフ
トによる英訳を試みることがあるが､ そうした翻訳ソフト
では実際に用いられる英語とのギャップがありそれにより
正確にこちらの述べたいことが伝わらなくなってしまう｡
留学生との交流をしながら､ 英語での文章についてもより
意識的に研鑽しなければならない｡
そして受講者発表後の講義では講師による大学教育の意
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義についての講義を受け､ 卒業後の進路決定には自らの専
門の研究分野と企業の求める研究分野とのマッチングが重
要であることを理解した｡
各大学の講師による研究発表では､ 木材の放射性物質の

除染についての講義が特に印象に残った｡ 木材の放射性物
質の除染については､ 福島第一原発の影響を受け､ 今後当
該地域での木材の放射性物質の除去が課題となっている｡
木材は伐採直後多くの水分を含み (乾燥後の水分量と比較
すると��～����) 乾燥の際に内部から外部への水分の移
動が起こる｡ その移動の際に､ 放射性物質の移動も起こる
とされる｡ 乾燥後に木材の表面から数��を削り取った場
合に���程度の放射性物質の除染が可能であることが実験
から示唆された｡ 土壌についてはそうした対策が実施され
ていることからも､ 木材にも適用した場合にある一定の効
果があることが分かった｡
最終日には､ 植物工場について中津川市にある�株	サラ
ダコスモの見学により学習した｡ スプラウト系 (緑豆もや
しやかいわれ大根､ アルファルファ等) の野菜を中心に完
全施設管理下での栽培・出荷を行っている企業である｡ 植
物工場は､ 気候や日照条件に左右されず､ 品質の均一化が
可能となるだけでなく機械による管理がされていることか
ら少ない人員で効率的な栽培が可能となる｡
また､ 周年栽培が可能であることは需給調整がしやすい｡

このため､ 供給量の減少による市場の野菜価格の値上がり
の際には出荷量を多くし､ 供給過多の際には出荷量を減ら
すといった調整が可能となる｡ また､ サラダコスモでは当
該地域における耕作放棄地の集約的な利用にも取り組んで
おり､ 農地の維持管理機能も担っている｡ こうした取り組
みにより､ 放棄された農地の有効活用や､ 農業者の雇用促
進に貢献している｡ (Ｉさん)

総合農学ゼミナールは､ 普段顔を合わせない岐阜大学と
静岡大学の学生が顔を合わせる絶好の機会であり､ 同期が
どんな学生で､ 皆どのような研究を行っているか､ 多分に
交流できるまたとないチャンスである｡ さらに､ 国内や国
外の他大学で活躍されている外国の先生方が特別講師とし
て来てくださり､ 貴重な講演をしてくださった｡ 学生の発
表を含めほとんどが英語であったが､ 勉強不足の私にとっ
てはよい勉強の場となり､ 英語に必要性を痛感する刺激と
なった｡
そもそも､ 博士課程の学生同士の交流の場は極端に少な

い｡ 特に他県に配置されている２大学の連合大学院である
性質を鑑みると､ 総合農学ゼミナールは大変貴重である｡
４日間の合宿形式の講義であることで､ 学生同士の交流の
みならず､ 先生方との交流も深まる｡ しかし､ 内容は特別
講義と学生の発表がメインである｡ せっかく中津川までき
たのに､ 外でできたことは農学関連の民間工場に少し寄っ

ただけである｡ 食品や化学系の分野の方にはよかったかも
しれないが､ 生態学系の分野の学生にとっては少々物足り
なかった｡ 外にでてフィールドワークがあってもよかった
と思う｡
特別講師の方々による講義では､ 
�����先生と

���������先生の講義が印象に残っている｡ 英語論文を書
く際の細かな注意点やあきらめない精神をご教授頂き､ さっ
そく実践したいところであるが､ そのためには論文になる
ところまで研究を進めなくてはならない｡ 忘れないように
メモはなくさないように注意したい｡
連合農学研究科の留学生は､ 日本人より多いことに驚い
た｡ しかしみな､ 日本語がすこぶるうまく､ また､ 英語圏
でないにも関わらず当然のように英語を使いこなしていた｡
異国からわざわざ日本へ勉強しに来ている意気込みが随所
に感じられた｡ 初日に､ どの先生だったか残念ながら失念
したが､ 日本の学生も海外へ出ることがいかに大切か､ と
いうことを説いておられた｡ また､ ��������先生から海
外へのインターンシップの存在を教えていただき､ ３日目
の加藤先生が詳しく話しておられたが､ インドネシアの大
学や研究所で興味ある分野が学べるのであれば､ これは有
効活用するチャンスではないかとひそかに思っている｡
自分の研究内容については､ 様々なご意見を賜った｡ ま
だまだ勉強不足であるが､ 具体的にどの分野が勉強不足で
あるのか､ 的確に指摘していただいたように思う｡ 進化の
仕方や､ ミトコンドリア��
の性質については､ 再勉強
が必要であると痛感した｡
今回のゼミナールでは､ 同期の方々と知り合うことがで

き､ ４日間共に生活したことでずいぶんお互いのことを知
うることができた｡ 普段同期は近くにいないが､ 同じ目標
に向かう仲間が数多くできたことは今回得ることができた
一番の収穫である｡
４日間で頂いた意見や刺激になった経験を糧に､ さらに
自らの研究を発展させるべく精進したい｡ (Ｉさん)

総合農学ゼミナール講義内容について
８月��日から��日まで ｢東海地区国立大学共同中津川研
修センター｣ において静岡大学と岐阜大学大学院連合農学
研究科総合農学ゼミナールを参加した｡ 今回のゼミナール
は４名先生の特別講演､ ４名先生のセミナー､ ��名学生の
研究発表､ 見学及び懇親会を行った｡ 私は､ このゼミナー
ルに参加することができて､ とても光栄と感じた｡ ここで
先生たちこの４日間で親切的に指導することに心から感謝
する｡
まず､ 先生たちの特別講演とセミナーについて､ いろい
ろな研究内容を紹介した｡ 例えば東京農工大学の����
������ 
�����先生がご講演された!"�#$��%%���&
���$�%#�$������$��������!は､ 英語の重要性を
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説明して､ そして英語論文に構成する各部分の書き方や文
法を詳しく紹介した｡ または､ 学生皆さんの研究のタイト
ルを全部直されて､ 本当に感謝する｡ ��������先生は､
世界とインドネシアの水資源及び節水灌漑を紹介した､ 私
にとって比較的に新鮮な話題で､ 多くの知識を習わせた｡
小川直人先生は､ 土壌中での細菌遺伝子の発現解析を紹介
した｡ 田中孝先生は木材の自由水に溶けたセシウムの乾燥
過程の表面蓄積を紹介した｡ 	
	��������先生がご講演
された	������������� ���������私たちは､ 逆境の
中に成長を励っている｡ 杉本勝之先生と加藤先生は現在の
就職前景や留学生の就職状況や企業が求める人材の能力や
インターンシップの重要性及び平成��年度終了生就職状況
などの情報を紹介した｡ 私たちにとって､ いくつか不足す
ることを聞いた｡ 例えば問題解決能力や課題発見能力やチャ
レンジ精神や責任である｡ これからは不足の所を改進し､
将来優秀な人材になれるように頑張る｡ 太陽化学株式会社
の担当者は､ 御会社の主要製品や企業理念､ 経営方針及び
会社の概要を紹介した｡ 私たちは日本の会社の経営方法を
理解した｡ 将来自営業や日本の会社に就職されば大きく役
立つになります｡ それ以外は私たちの研究発表について､
��人が参加した｡ 皆さんはさまざまな研究内容を紹介した｡
すごく勉強になった｡ また自分の研究内容は他人にわかっ
てくれることが本当に幸せなことだと思った｡
中津川サラダ農園とちこり村焼酎蔵に見学した｡ 工場の

責任人たちはもやしの種類と生産過程を紹介してくれて｡
またもやしのお土産をもらって｡ ちこり村焼酎蔵で､ 工場
の責任人たちはちこりの成長過程とちこり酎の生産過程を
紹介してくれて｡ またちこり茶とちこり酎を試飲してくれ
て､ 本当に感謝する｡
今回の総合農学ゼミナールを通して､ 私たちは他人の研

究内容と自分の不足に対して一定の理解があるだけではな
くて､ その上に皆さんは一緒に食事したり､ 掃除したり､
宿泊したり､ 交流する体験は私にとって､ すごく宝物と思っ
た｡ このほかは一緒に住んでいる日本人や静岡大学の学生
たちと友達になって､ いろいろと交流して､ 英語や日本語
の交流能力も向上した｡
要するに､ 多くのことを学び､ 連合農学研究科の事務室

の皆さんや千家先生や鈴木先生やほかの先生たちにこの４
日間で勤勉に働くことに心から感謝する｡ 次回は機会があ
れば､ また行きたいと思う｡ (Ｚさん)
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今回のゼミナールは平日の４日間であったため､ 社会人
ドクターとして博士課程に在学している私には少々辛い日
程でした｡ しかし､ 終わってみるととても充実した４日間
でありました｡
連合農学研究科には静岡大学と岐阜大学がありますが､
普段の交流はほとんど無く､ 同級生も誰が誰だか分らない
状態でした｡ 今回の農学ゼミナールは､ そんな両大学の交
流の場､ 他分野の知見を広げる場として非常にいい機会で
ありました｡ 講義内容は他分野のものが多く､ 普段の学会
などでは興味のある分野の発表にしか参加しないので､ 新
たな発見や､ 疑問､ 視点の違いなど今後の研究活動でも役
立てることのできそうなヒントもあり､ 非常に勉強になり
ました｡ さらに､ 学生の発表では同学年の研究内容や進度
など参考になるところが多々あり､ 多くの刺激を受けまし
た｡ 特に今回のゼミナールでよかった点は､ 留学生の方と
の交流が出来た点です｡ もともと連合大学院には留学生の
方が多く在籍していますが､ 交流自体は少なかったため､
今回話をする機会が多くあったことは非常によかったです｡
国の違いによる大学の事情や研究の状態､ 考え方の違いな
どに触れることができ､ 改めて視野の広さの重要性を認識
させられました｡ 最終日のちこり村見学も､ 社会人の身分
としてはなかなか見学することのできない工場などの様子
を見学することができ､ また､ これからの農業の可能性や
放置畑などについて考えさせられるところもあり貴重な経
験となりました｡
このように､ 非常に良い経験をさせて頂いた４日間でし
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たが､ 今回は室内での講義がメインであり､ 野外実習など
の内容がなかった点が少し残念でした｡ 森林を散策しなが
らの簡単な森林の紹介程度でもよいので野外実習等の身体
を動かす内容もあれば､ より内容の濃いものになったと感
じました｡ また､ 今回の食事はすべて出来合いのものであ
りましたが､ メニューと材料の実の準備で､ 当番制で学生
に食事を作らせるという方法でもよかったと思います｡ せっ
かく様々な国の学生が集まるのですから､ それぞれの国の
料理を通じての交流もしてみたかったです｡ また学生の当
番制を取ることで､ ４日間で１万円弱という必修科目の実
習にしては高額な値段設定も抑えることができると思いま
す｡
改善してほしい点は少々ありましたが､ 全体的には非常

に満足できる内容であり､ 今回の講義で得られた経験､ 知
識､ 人とのつながりを今後も大切にし､ これからの研究活
動に役立てていきたいです｡ (Ｔさん)

1. はじめに
今回の､ 総合農学ゼミナールにおいてとくに印象にのこっ

た講義､ プレゼンテーションおよび見学について各章ごと
に感じたことを示す｡
2. 特別講演Ⅰについて
英語でプレゼンテーションや論文の書き方や､ どのよう

に外国ではプレゼンテーションすべきかということを学ん
だ｡ 例えば､ 日本人はよく ｢そこで｣ などの意味で文章に
Ｔｈｅｎを使うが､ 口頭英語としては使われるが文章とし
ては使えないということであったり､ I or Weの使い方を
注意しなければいけないという点である｡ 日本では通用す
ることでも外国では全く違ったりする､ そのことを理解し
たうえで広い考え方をもって国際会議に参加したりする際
は気をつけたいと感じた｡
3. セミナーⅡについて
木材自由水に溶けたセシウムの乾燥過程における表面蓄

積についての講義だった｡ 自分は木材を専門として扱って
いるため､ 自分の研究に近いこともあり興味をもった｡ 木
材に関しても福島第一原発の事故を受けての研究が進めら
れていることは素晴らしいことであると感じた｡ 放射性セ
シウムの除染方法が確立して､ 福島の森林も利用されてい
ける未来が来るといいと思った｡
4. 学生の研究発表について
今回は､ 外国人の参加者は大半が英語､ 日本人は大半が

日本語での発表だった｡ 専門の範囲が広すぎて､ 説明が丁
寧な発表以外は日本語の発表であってもあまり理解できな
いことが多かった｡ 英語の発表もほとんど理解できていな
いものも多くあった｡ 自分の英語力の無さを痛感した｡ ま
た､ 英語のパワーポイントを用意していたり英語で発表し
ている日本人の学生もいた｡ 発表する対象をしっかりと理

解していてわかりやすいプレゼンテーションだった｡ 自分
はそのようなことは全く考えていなかったので､ これから
は発表対象をしっかりと理解したうえで発表していきたい
と感じた｡ また､ 日本人で英語で発表していた学生につい
ては素晴らしいチャレンジ精神だと感じた｡ 自分も､ 自分
が苦手と感じることもあえてチャレンジしていこうと思っ
た｡ 発表中に冗談がいえるような学生も何人かいた､ その
ような余裕の持てるような経験も自分も積んでいきたいと
思う｡
5. 見学について (中津川サラダ農園､ ちこり村)
植物工場というものをはじめて見学した｡ 自分は昨年ま
で農業高校で農業を教えていたが､ 地面に種をまき育てる
というオーソドックスなものだったがこのような栽培方法
もあるのかと新鮮な気持ちになった｡ ちこりという野菜を
はじめてしった｡ 野菜や焼酎お茶など多方面に使用できる
と聞いたが､ 栽培に手間がかかるようにも思えたため有用
な野菜かどうかは疑問に感じた｡ しかし､ 地域活性化の源
になっているようには見えたので良いことだと思った｡
6. 全体を通して
国際交流という印象が今回のゼミナールは大きかった｡
文化や考え方の違う人と交流したが､ そこから知るものは
全て新しいものであったため自分も少し成長できたのでは
ないかと感じた｡ これからも､ このような交流をとって様々
なことを学んでいきたい｡ (Ｎさん)

総合農学ゼミナール講義内容について
私は､ 生物資源科学所属し､ 住環境構造の研究にたずさ
わっており､ 森林から､ 木造建築部材の製造､ 加工､ 建築
の設計､ 施工を大局的に睨んだ持続可能な住宅生産システ
ムの実現に向けて基礎的､ 応用的について研究しています｡
今回の講義を聞いたら､ 他の研究内容が知っていましたが､
木材物理研究室にいる私は化学はよくわかりませんが､ 講
義のうちが一番知りたいのは博士課程学生の就職支援につ
いて最も興味が持ってます｡
私は中国の大学を卒業した後､ 北京の建築会社で４年間
働いていました｡ 仕事の時､ いろいろな新しい材料や技術
は日本から輸入したことが多いことを知っていました｡ そ
の時から､ 日本の木材構造について興味があって､ 日本に
留学することになりました｡ 今回の講義を聞いて､ 日本の
博士課程修了者の進路実態について知りました｡ 博士課程
修了者は大学と研究機関を働く方は多いです｡ 中国でも大
学は人気がある仕事であり､ 安定だし､ 社会の地位もいい
です｡
講義で ｢企業が求める人材､ 大学・大学院への期待｣ と
いうことを聞いて､ 仕事に対する情熱､ 新しいことに取り
組む姿勢､ 学ぶ力ある人材；専門性と奥の深さ､ 幅の広さ
ある人材などがあります｡ 私の分野は木材物理ですが､ 講
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義は化学について多くて､ よくわかりません｡ 自分研究の
幅が広がると思います｡
私は留学生なので､ 留学生の就職現状に注目しています｡

講義の資料を見た後､ 自分も近年就職に関する資料を調べ
ました｡ 日本の文部科学省が発表したデータによると､
2010年に日本の大学卒業生の就職状況は2000年に就職氷河
期に続く新たな氷河期に突入したといいます｡ 2011年春時
点での卒業生の内定率は61.6％で､ 10年より0.8ポイント増
加したが､ この一筋の ｢光明｣ は留学生の元には届いてい
ません｡ 留学生が日本で適切な仕事をみつけたいと思って
も､ それは難しいことになっています｡ 日本では違う国籍
を持った人材を受入れるということにかなり抵抗を持って
いると思います｡ ただ最近は､ 企業も国際化してきていま
すので､ 多くの会社で国籍の違う人も受入れようとしてい
ますが､ これはあくまで ｢実績｣ のある人に限られていま
す｡ 農学博士課程を卒業した学生たちの進路についてです
が､ 就職者は全体の60.6%であり､ ポストドクター等は
22.6％となっています｡
講義で ｢企業が留学生に期待すること｣ ということを聞

いて､ 留学生の就職活動において､ 最も企業が注目してい
る点が日本語能力です｡ 就職活動においては､ 必ずエント
リーシートの提出､ 面接というステップを踏まなければな
りませんが､ 特に企業は採用にあたり面接を重要視するた
めに面接時に必要とされる ｢聞く力｣､ ｢話す力｣ がなけれ
ば内定を獲得することは難しくなります｡ 留学生は考え方
が現代的なところに特徴があるが､ さまざまな原因により､
日本社会と幅広く接触することがなく､ 日本文化に対する
理解も非常に不足しているといいます｡ これでは日本企業
に適応するのは難しいです｡ 留学生で卒業する時になって
も確かな学力・技能を備えていないという人は多く､ これ
では企業のニーズに対応できません｡ 学生が海外で学ぶルー
トが増加するのにともない､ 留学生のレベルにばらつきが
生じるようになりました｡
博士課程は ｢最後の訓練｣ の場なんです｡ 視野が狭くて

もいけません｡ 広い視野の中で自分の研究を位置づけるこ
とができないといけないです｡ バランス感覚が大切です｡
今回先生たちの講義を聞いて､ 今まで身につけた知識がもっ
と豊かになり､ 視野がもっと広くなりました｡ (Ｚさん)

A four days Integrated Agricultural Seminar has been
held by The United Graduated School of Agricultural
Science, Gifu University from August 26 -29, 2014 at
Nakatsugawa Joint Training Centre, Gifu-prefecture. I think
it was a great experience for all doctoral students of Gifu
University and Shizuoka University to gain knowledge in
various field of agricultural sciences. There was 21 doctoral
students participated in the seminar.

We had several interesting seminars and special lectures.
Assoc. Prof. Onwona-Agyeman Siaw gave lecture about
tips on effective ways of presenting research work. One
thing that I learnt from his lecture is that we need to
respect other values. It is also important to speak
effectively in presenting research work. As he says
speaking effectively opens many doors. Another lecture
from Dr. Komariah gave a brief picture of rainwater
harvesting for agriculture. I believe that this knowledge is
important in order to facing the issue of global climate
change. Furthermore, Assoc. Prof. Sachithanantham
Srikantha have open my mind of lesson learnt from
rejection. A rejection of our work (paper) should not make
us desperate, but it should make us work harder and
motivate us to be success. Other lectures were very
interesting and useful as well.

Students also had a chance to present their PhD research
topic. This event was a good opportunity for students that
it was not only to practice how to present their research
but also to get comments on their research from other
students and lecturers during discussion session. I presented
my research on socio economic effects of organically rice
farming system in West Sumatra, Indonesia. I explained
that organic farming is one of agriculture system that is
being promoted in Indonesia in achieving sustainable
agriculture both socially and ecologically. Several studies
on organic development in Indonesia have been published
but none of them has been conducted in West Sumatra.
Therefore, my research aims to analyze social economic
effects of organically rice farming system in West Sumatra,
Indonesia. In detail, this research will (1) describe who
play important role in the development of organic rice
farming in West Sumatra, Indonesia; (2) examine farmers
perception on organically rice farming system; (3) examine
economic benefit of organically rice cultivation to their
family income; (4) examine supply chain of organically
rice product and (5) examine consumer perception on
consuming organically rice product. At the end of
presentation, I got valuable comments and suggestions for
my research from the lecturers. In addition, I think each
student has presented their research work very good. Three
of them got award as the best presenter.

A free discussion after dinner was also a good
opportunity for sharing ideas with other students and
lecturers. Initially, some students found it was difficult to
communicate due to the lack of language ability. But, with
an informal communication, the talk was easier for
listening and sharing the thought with others.
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On the last day, we visited Nakatsugawa Salad Nouen. I
had an opportunity to see the factory products, process and
facilities, including the green houses. It was amazing to
know that they are able to grow safe and healthy sprouts
good in quality. Moreover, we visited Chicori-Mura. There
was tour guidance about the history of Chicori-Mura. I
think the company has played important role in involving
the older people in the village to be part of their business.
Finally, we had a delicious lunch with chicory and other
fresh salads.

Overall, the integrated agricultural seminar was a great
event where I can learn many aspects in doing a research.
It is not only about paper works, presentation and
communication skill, respecting other values, coping with
rejection, but also building a network with other
researchers. For that, I would like to thanks to The United
Graduated School of Agricultural Science, Gifu University.
(Ｖさん)
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Integrated Agriculture Seminar Course from 26/8-
29/8/2014 was very good in organization and preparation
.In the first day when we get into the bus most of the
students didn't know each other's, but at the end of the
program many of them became friends. After arrive to
Nakatsugawa Joint Training Center, It was very amazing
because the place is remote, far from the downtown and
the trees surrounded it. It was fascinating place. The course
helps students to communicate between each other's and
the university professors, not just general communication but
also scientific information, and culture exchanged. The first
presenter Dr. Onwona-Agyemen Siaw was very excited; this
person gave us precious information on how we can
prepare and present very attractive presentation. He explains
how to manage your time in the presentation. The location
of this lecture in timetable was very suitable; I mean it
was before any students' presentations. Many students start
to be afraid so they changed their opinion and present
their own work in Japanese language instead of English.
Really all lectures in the first day were very beneficial,
especially Dr. Komariah from Indonesia; she speaks and
treated very friendly with all students and she presents
very interesting subject about Rainwater harvesting for
agriculture. She clearly presents her own work and future
work and explains how rainwater harvesting can help many
areas in Indonesia to cultivate and why they couldn't use
this water in drinking. I think the first day was well

organized, but students became tired after listening to all
lecturers. The university staffs make great effort to face
any problem. The dinner party in the first day was very
nice party we didn't not enjoyed the meal only but also
communications between all students, staff and University
Professors. In the second day, we enjoyed the student's
presentation and free discussion about their future work.
All students try to make very nice and attractive
presentation on their current and future works. They listen
to others participants very carefully. At the end of student's
presentations days, we enjoyed with fascinating presentation
about (Six Lessons from Rejection) from Dr.Kantha. The
presentation was very interesting supported by some
template of rejection letters from the presenter own life.
He explain how to published papers and overcome
rejections. At the end, we got very good party with very
kind food and music. In the last day we visited Chicory
production factory. It was very useful. We see how the
factory cultivated the seeds under especial treatment to
protect it from contamination and how the workers help in
mechanical packages, keep the factory very sanitary. The
good impact of this visit, make me like to visit them
again and of course can't forget this nice factory. This
course improves my thinking way for the future work and
relationship. I would like to thank all staff and university
Professors who manage, participate and prepare the course
timetable to make it enjoyable for all of us. Because of
this course, now I have many friends in different
laboratory from different countries.

(Ｎさん)
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One of compulsory subjects for every doctor student in
Gifu and Shizuoka University is Integrated Agriculture
Seminar. Every year Gifu University arranges the seminar
with Shizuoka University. During the August, 26 to
August, 29 2014 our doctor student and professor have an
amazing seminar in Nakatsugawa-shi, Gifu-prefecture. This
seminar consisted of several parts: special lecture from the
experts and presentation our researches. We also took
several broad discussions about the doctor study method
and our researches.

The seminar attended by 21 students, consisted of 15
students of Gifu University and 6 students of Shizuoka
University, included 12 international students and 9 Japanese
students. Every day, we start the program from 8.30 am
and up to 5 pm, except for the first day that starts from 1
pm. The first day opened with reception and orientation,
then continued with special lectures and seminars from
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lecturers. We gathered knowledge about different field from
different lectures. There are important things from special
lectures which teach our for presenting research work and
passion to writing a scientific paper. It is very important
and effective for our doctor students. By this lecture, we
knew many new idea and knowledge for writing scientific
paper and it is publishes.

The second day (August, 27 2014) was time for all
students presentation. My research title is Integrated Weed
Management of Glyphosate-Resistant Italian Ryegrass (
������ �����	��
��). In my presentation, I introduced
my research, explained the method and also showed some
data from my first research. During the twenty minutes
presentation, all our members give me the greatest attention
and courage, after that some members ask questions and
suggestions about my research. The suggestions are great
helpful in my future research.

The third day (August, 28 2014), we continued to
students presentation. Some Japanese students made
presentation in English. It is very awesome. In this
presentation, we learned to be confident and dare to appear
in public and submit our idea. After all students
presentation finish, there are special lectures to closed the
session. The lecture from Srikanta Sensei, he told our
student about six lessons from rejection. In his lecture, he
suggested that we should publish our result as soon as
possible, and never give up if rejected.

During this program, everyday after all students
presentation and lectures, we had a free time for dinner
and discussion. This time our members can exchange our
opinions on everything that we are interested in. Because
here are a lot of students from different countries, it is
very exciting that we can have a deeply discussion about
our study experience and life in Japan.

The last day (August, 29 2014), we visited two places.
First, we visited the Nakatsugawa Salad Nouen. With the
staff's detailed introduction, we fully understood the process
of fresh salad from the seed, management the germination
until ready to sell. And second, we visit the chicory's
village. The staff explained in detail the process of chicory
product from growing the seed, harvesting and make some
product like vegetables and alcoholic beverages. All places
are very interesting and we should save all of food at
daily life, because there were so much hard process behind
the healthy and delicious food.

After take lunch, we had the prizes for the best student
presentation. There are three student who crowned the best
presentation. Campion was Matsuzaki Mei san of Shizuoka

University.
In three days seminar and one days trip, we got many

kind friends from different country, we had inspiring
presentation from our members and also got many nice
special lectures from experts. Finally, I want to say that
Integrated Agricultural Seminar 2014 is exciting and
helpful. Such a wonderful experience will give me a great
help in the next step of my doctor study. (Ｖさん)
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院 生 の 研 究 活 動

○鈴木理恵, 向井 譲, 小山博之, 高田直樹, 高山知周, 渡辺芳久 (����). ����マーカーを用いた幻覚性サルビア
(�����������	
��) の判別方法の開発. 日本ＤＮＡ多型学会 (	
) ��～��.

○�井理恵, 向井 譲, 小山博之, 森 幾啓, 高田直樹, 高山知周, 渡辺芳久 (��	�). 葉緑体��の���������
������領域を用いたサルビア属の識別. 日本ＤＮＡ多型学会 (��) (印刷中).

○鈴木理恵, 向井 譲, 小山博之, 高田直樹, 高山知周, 渡辺芳久 (����). ����マーカーを用いた幻覚性サルビア
(�����������	
��) の判別方法の開発. 日本ＤＮＡ多型学会第	
回学術集会. 日本ＤＮＡ多型学会第	
回学術集会抄
録集���.
○�������������� �!"#�$��%�&�'�(��#������%����#��%�)�&��$( ����"*%�����'�)�
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6��&���$2���#3���3�"�2��0$�.��'�0������0$��7������$���8$��0��0��,:*�'$����$3,���9��;���	

○皆川至, 佐方醍, 柴田昌利, 高坂哲也 (��	.). 能動免疫処理によるリラキシン関連因子 (<��) の中和化がブタの造
精機能に及ぼす影響. 第	��回日本繁殖生物学会大会 �+�:$#���3$2<���$'#�0�$���'�1�3$�&��0��-�#��3/�

�,=
�,

○��+&6�(,���"��$�(,���	�,�+���'�1�'#�3��'�$&8���'��23#�����$23$� $76�����'+��+���8$�
'�$7�'�$� �+�33������=#�6 �#�������$� �� �#�#&8��,- � �#8&����$� �� :$#���3�$�0+��1��04�$3$�6 ��'

���+�$3$�6/,

○��+&6�(,���"��$�(,���	�,��1$��83�������$�0�0�$� 5$�'�0�$�����1��0��� >#�3�06 �$��$2?:��$?
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○@+���%�0����中村大介�切岩祥和�糠谷明 -��	�/,トマトの極少量培地耕における施用培養液組成と養分吸収特性の
関係,日本園芸学会平成��年度秋季大会研究発表 園芸学研究 ����,
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○木 仁, 楠田哲士, 齋藤麻里子, 香坂美和, 堀 泰洋, 土井 守 ("#$:). 糞中ホルモン動態を指標とした飼育下モウ
コノウマの排卵周期と妊娠判定. 第$.回日本野生動物医学会大会. 講演要旨集(&/.&
○木 仁, 楠田哲士, 齋藤麻里子, 香坂美和, 秋葉由紀, 堀 泰洋, 柴田枝梨, 土井 守 ("#$:) 希少ウマ科:種におけ
る糞中ホルモン動態を指標とした発情周期と妊娠判定. 第"$回希少動物人工繁殖研究会議(&:4. 名古屋.
○�&�&�&�������&8���� �&=&8�--���&!"#$:%&>�������������)����� �*�)�����	��?��	*� ��&
+�����*�)>��	�����;��	����*����&!��-����� %&

○丹野夕輝, 山下雅幸, 澤田 均 ("#$<). 静岡県中西部の半自然草地における外来草種の侵入状況. 日本雑草学会第4:
回講演会講演要旨&
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○川井祐介, 水永博己 (%&'(). 低木・草本種と競争するアカガシ稚樹の成長シミュレーション－確率論的アプローチを
用いた光の時空間変異評価－ 日本森林学会第'%2回, *'#&$4
○川井祐介, 楢本正明, 水永博己 (%&'2). 草本・低木群落内において種の混交がその受光体制を変化させるのか？
日本森林学会第'%�回 *'#&�', 日本森林学会学術講演集 *8�
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○山内恒生, 光永 徹 �������熱帯産薬用植物�		�
������������の高チロシナーゼ阻害活性成分�第$�回日本木材
学会大会�京都
○山内恒生, 光永 徹 ���������	
��������������	����根由来新規"��������配糖体のメラニン生成促進活性�第$�
回日本木材学会大会�札幌
○山内恒生, 光永 徹&������
������������������メラニン色素生産を促進するスーダン産薬用植物抽出物に関
する研究�第45回日本生薬学会�千葉
○山内恒生, 光永 徹 �������6��������誘導体合成物のメラニン生成促進活性と構造活性相関�第$�回日本木材学会大会�

盛岡
○山内恒生, 光永 徹 ����7��������"��������の細胞外メラニン生成促進活性と活性機構の解明�第$7回日本木材学会大
会�松山

○山内恒生, 光永 徹 �������熱帯産薬用植物�		�
������������茎部抽出成分の単離, 同定とチロシナーゼ阻害活
性�第48回日本生薬学会�東京

○山内恒生, 板倉由季, 光永 徹 �������メラノーマ細胞より放出されるメラニン生成阻害活性に及ぼす9�
���類の構
造と活性相関�第$�回日本木材学会大会�盛岡

○山内恒生, 光永 徹, &������
������������������スーダン産薬用樹木���
���	���������樹皮メタノール抽
出成分のメラニン生産に及ぼす影響�����年度木材学会中部支部大会�富山
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○戴燕燕, 千家正照, 伊藤健吾大西健夫 �������塩類土壌に対する効果的なリーチング方法の検討. 平成�7年度農業農
村工学会大会講演会概要集 #���5�北海道大学�

○戴燕燕, 伊藤健吾千家正照 �������太陽熱消毒法による土壌病害虫の防除の検討�平成�4年度農業農村工学会大会講
演会概要集 #���8�東京農業大学�
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○阿拉坦娜布其粟屋善雄 (����)�=�:&*データと高解像度空中写真を用いた落葉広葉樹林の樹冠情報のモニタリング
に関する研究�第２回横浜国大・岐阜大学・静岡大学の三大学環境リーダー合同シンポジウム�横浜国立大学みなとみ
らいキャンパス
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○日恵野綾香, 1�2�
�����0��������, 百町満朗, 澤木克亘, 小山博之, 樋口美栄子, 花田耕介, 松井南, 時澤
陸朋, 趙成日, 山本義治 (���*). 過酸化水素に対する転写応答のマイクロアレイ解析と転写制御配列の��������予測.
第--回日本植物生理学会年会要旨集 ���::�

○田代慶彦, 下園寿秋, 中村克之 (���)). シカ不嗜好性植物を利用した林道切土法面の吹付緑化. 日本緑化工学会誌):
���, �-;～�-:.

○田代慶彦 (���*). シカ不嗜好性植物タケニグサの種子発芽特性に関する研究. 九州森林研究 (印刷中).
○田代慶彦 (���)). タケニグサの発芽特性と法面緑化への利用. 第;:回九州森林学会大会, 宮崎.
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○野村一樹�大島秀斗�蜂須賀勝彦�水野陽太�牛 力源�岩橋 均 ����)��進化する食品高圧加工技術 第２章 第６節
酵母への高圧力の影響 (致死以上の圧力レベルを中心に)�株式会社エヌ・ティー・エス����:. ��.����)年６月��日
初版�

○野村一樹�岩橋 均�井口晃徳�重松 亨 ����*��)�����9酵母�	��
	��������������	�への圧力感受性における
�������代謝の影響����*年度農芸化学会大会�東京�日本 ����*>)>�. )���口頭発表

○貝沼瑞生�牛 力源�野村一樹�岩橋 均�松岡寛之�河内哲史�鈴木良尚�田村勝弘 ����*��)�����.酵母を指標とし
た微高圧炭酸ガスストレス応答の解析����*年度農芸化学会大会�東京�日本 ����*>)>�. )���口頭発表

○野村一樹�岩橋 均�井口晃徳�重松 亨 ����)��呼吸阻害剤による酵母�	��
	��������������	�の圧力感受性への影
響�第-*回高圧討論会�新潟�日本 ����)>��>�*～�;��口頭発表

○水野陽太�野村一樹�岩橋 均�堀江祐範 ����)��工業ナノ粒子の酵母に対する影響評価����)年度 第�)回環境技術学
会年次大会�岐阜�日本 ����)>�:>�) �*��口頭発表

○山田育穂�水野陽太�野村一樹�岩橋 均�堀江祐範 ����)��' �*紫外線照射下における二酸化チタンナノ粒子の微生
物増殖に対する影響評価�第�:回 日本環境毒性学会・バイオアッセイ研究会 合同研究発表会�東京�日本 ����)>:>. 9��
○野村一樹�岩橋 均�井口晃徳�重松 亨 ����)���	��
	��������������	�における呼吸欠損が圧力感受性へ与える影
響�第�9回生物関連高圧研究会シンポジウム�岐阜�日本 ����)>:>- ;�ポスター

○井口晃徳�南波 優�野村一樹�斎木朋恵�木戸みゆ紀�林真由美�重松 亨 ����)���	��
	��������������	�/=変
異株の損上からの回復を考慮した圧力死滅挙動解析�第�9回生物関連高圧研究会シンポジウム�岐阜�日本 ����)>:>

- ;�口頭発表
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○ウリグムラ�楊媚�前澤重禮 (���-). 青果物卸売市場流通における/�と産地商人の共存と競争. ���-年度日本農業市
場学会. ���-年度大会個別報告要旨Ｐ�2. 新潟大学
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○三宅律幸�永井裕史�景山幸二 (����). ３種類の高温性.�����属菌のポインセチアに対する病原性に及ぼす温度の
影響. 日本植物病理学会報:�������-=�岡山大学

○三宅律幸�永井裕史�松崎聖史�福田至朗��橋麗子�景山幸二 (����)�������� ����
��������� によるショクヨ
ウホオズキ立枯病 (新称). 平成�1年度日本植物病理学会大会講演要旨集�札幌コンベンションセンター (６月発表予
定)
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北海道
◯川田結花�澤村理恵�柳瀬笑子�大島健志朗�服部正平�横山慎一郎�野村泉�鈴木徹 ���������������������		A2�:

の持つ"�"@����"�!����の基質特異性の解析�第�1回腸内細菌学会�ポスター発表��3�=�兵庫
◯川田結花�柳瀬笑子�中塚進一�大島健志朗�服部正平�横山慎一郎�野村泉�鈴木徹 ����-����������������		A2�:

の持つダイゼインレダクターゼの諸性質����-年度 農芸化学会�-6�-��1�宮城
◯川田結花�柳瀬笑子�服部正平�大島健志朗�横山慎一郎�野村泉�長野宏子�鈴木徹 ����-��大豆食と腸内細菌�調理
科学会�調理科学会要旨集B
���=��<3���奈良

◯川田結花�服部正平�大島健志朗�柳瀬笑子�野村泉�横山慎一郎�鈴木徹 ����-���������������		A2�:株における
ダイゼイン3エクオール変換酵素系の解析�生物工学会��.3��1����2広島

○川田結花�横山慎一郎�野村 泉�服部正平�大島健志朗�鈴木 徹 ���������������������		A2�:株でのダイゼイ
ン3エクオール変換に関する酵素の解析�����年度農芸化学会�������:�東京
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○劉 佳)	���	���*���松原陽一 ��� ���*�$�
���
���
��によるアスパラガス立枯病の誘導抵抗性評価並びに
抗酸化機能変動�園芸学会平成�+年春季大会 園学研 (別冊 ) ��!,-�大阪�

○谷口明日香劉 佳 松原陽一小島卓也高橋一彦 ��� !��改植障害圃におけるアスパラガスの耐病性および生育に
及ぼす生物・化学的防除法の影響�園芸学会平成�+年春季大会 園学研 (別冊１) ��!.+�東京�
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○楠田哲士, 山本彩織 (�� !). ニホンライチョウの危機とその保全にむけた動物園との繁殖研究. 山と博物館7.� ��.
○山本彩織, 楠田哲士, 堀 秀正, 高橋幸裕, 堀口政治, 村井仁志, 土井 守 (�� !). 飼育環境条件と産卵および換羽
に伴うスバールバルライチョウの生殖腺活動の変化. 第 ,回日本野生動物医学会大会講演要旨集 ��.-�京都.
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○望月貴治, 楢本正明 水永博己 (�� +). ブナ林の受光量に樹高の不均一性と葉のクラスター化が及ぼす影響 3樹冠の
三次元レーザスキャンデータを用いた解析3. 第 �7回日本森林学会大会 1 3 �5

○時澤睦朋, 小林安文, 小林佑理子, 井内聖, 小林正智, 野元美佳, 多田安臣, 山本義治, 小山博之 (�� +). シロイヌ
ナズナリンゴ酸トランスポーター���� 遺伝子のアルミニウム応答の解析. 日本植物生理学会 (富山)
○時澤睦朋, 小林安文, 小林佑理子, 山本義治, 小山博之 (�� !). アルミニウム応答性リンゴ酸トランスポーター���
� 遺伝子の転写制御機構の解析. 日本土壌肥料学会 (名古屋)

○時澤睦朋, 櫻井哲也, 黒谷篤之, 篠崎一雄, 山中啓史, 小山博之, 鈴木穣, 菅野純夫, 小保方潤一, 山本義治 (�� !)
次世代シークエンサーを用いたシロイヌナズナの転写開始点位置の大規模同定. 第三回)6*現場の会 (神戸)
○三田村梨帆, 野元美佳, 森 毅, 時澤睦朋, 山本義治, 多田安臣 (�� !). 植物免疫応答における一酸化窒素応答性因
子の同定. 感染生理談話会 (石川)

○速水菜月, 坂井優作, 吉岡洋平, 百町満朗, 時澤睦朋, 井内聖, 小林正智, 齋藤竜典, 小林佑理子, 小山博之, 山本義
治 (�� !). 光防御関連遺伝子=��1�プロモーターに含まれる､ 強光､ @>3"､ 低温ストレス応答を統合する制御配列.
日本光合成学会年会 (名古屋)

○北川絵里奈, 平塚ちあき, 岡見雪子, 関豪, 佐々木敏, 辻とみ子 (�� !). 母親の食育実行度と微量栄養素摂取量との
関連性. 名古屋文理大学紀要  ! -7～ .!.

○北川絵里奈, 山本竜也, 山本紘平, 中川智行, 早川享志 (��  ). コリンおよびホスファチジルコリンはビタミン"5欠
乏ラット肝臓脂質蓄積を緩和し, 低コレステロール血症を改善させる. 第57回日本栄養・食糧学会大会講演要旨集 ��

�7 , お茶の水女子大学.
○北川絵里奈, 平塚ちあき, 岡見雪子, 関豪, 佐々木敏, 辻とみ子 (�� �). 西尾尾張地区幼稚園児の体力と食生活習慣
の縦断研究 (�) 母親の食育実行度と微量栄養素摂取量との関連性. 第7,回日本栄養改善学会学術総会講演要旨集 ��

��+, 名古屋国際会議場.
○北川絵里奈, 山本竜也, 山本紘平, 中川智行, 早川享志 (�� !). ビタミン"5欠乏により惹起されるラット肝臓脂質蓄

� !��



積は, ホスファチジルコリン投与により改善される. 第��回日本栄養・食糧学会大会講演要旨集 �����, 名古屋大学.
○北川絵里奈, 平塚ちあき, 岡見雪子, 関豪, 松田秀人, 佐々木敏, 辻とみ子 (���	). 幼稚園児母親における行動変容
段階モデルの各ステージと微量栄養素摂取量との関連性. 第��回日本栄養改善学会学術総会講演要旨集 ��	
�, 神戸国
際会議場.

○北川絵里奈, 山本竜也, 山本紘平, 中川智行, 早川享志 (���
発表予定). ビタミン��欠乏性肝臓脂質蓄積機構の解明.
第�回日本栄養・食糧学会大会講演要旨集, 酪農学園大学.

○����������������������������������
�� !!�"���!��#$��%��#���"�&��'$�&()��$���#��*'�*�
+������!��+��������++�*���������'����日本草地学会宮崎大会 (���
�
��発表予定)

○,&�-#���.#�������/�0�#��'���+.#��!1��#2�'0�+�����������	��.��$����3!��#��������4�-���(
 #������5��$.�+6�$"���",������.0��+�+���'3#*���"�����#.�+��$"'3�����'�� �"�$����7�

8#�&�'�9�5�%�'.����$9���#�������$5�0�����0 ��.*#�"�$��#��:(�;�$����	�.�'����8#��"����
��

○,&�-#���.#�������/�0�#��'�2�'0�+�������.<�.�+5��*��������	��.++������3#*���"�����#��+
��$"'��*  !!�"��� 5��$������#� �� .*#�"�$��#� =��+ �!��# ��#���45  #������ �� ������'� ���'

9���#�������$7��!�#��"��!�'� �����+ 5���'����.��� <�+�#����� �!5��$5"���"�5�"������>��(�
�'

3"��?�#���	��*�#�9�+�������-����#-#����������-
,��

○��+�'�#�5�@��������*(/���*/�0�A�!�0����'�������0���9&�'��'������	��2�*�$������!0���?�$�"
�#�+�"����+*����%�#��������<���#��0 ������"�0 ?��*0������++��������"���%��2�����B��	(����

○5�"'�&�?�������6��9�0�#� ���C��� ������'�����5��3'����� ���/��� 5��/�0���0� .�����	��
A���#�*�������!���$#����#����������$+(*#�&�'?��"'(���!�#����"���#�$;�����5���'����&�#��'����
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�����$��0��#���#���+���$0�����#����?��"'(����$+(*#�&�'!�#������'��$����!��A�����������

.����$������*�! "�$�*�"�$5�"�����!;�����A�#��'�0��;�����-�	(����-����#�#����������
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平成26年度岐阜大学大学院連合農学研究科
研究者倫理・職業倫理､ メンタルヘルス・フィジカルヘルス実施

世話大学 岐阜大学
１. 期 日 平成��年５月��日 (土) ～��日 (日)

２. 場 所 ｢長良川スポーツプラザ｣
〒���	���� 岐阜県岐阜市長良福光����－�


��：���	��	����

※交通案内
岐阜大学 全員バスを利用：岐阜大学→長良川スポーツプラザ
静岡大学 全員バスを利用：静岡大学→東名高速道路→

東海北陸自動車道 (各務原ＩＣ)→長良川スポーツプラザ

３. 集合時間・集合場所
岐阜大学配置学生 ��：�� 連合大学院研究科棟玄関前集合
静岡大学配置学生 ８：�� 静岡大学農学部Ａ棟玄関前集合

４. 講 師 ＜研究者倫理・職業倫理＞
・岐阜大学理事 (教授) 鈴木文昭
・一丸ファルコス株式会社 開発部長
(教育コンソーシアム後援会インダストリー部会幹事) 坪井 誠
＜メンタルヘルス・フィジカルヘルス＞
・静岡大学教授 (保健センター所長) 山本裕之

５. 経 費 [学生] �,���円 [教員] 県内者：�����円､ 県外者：�����円
・宿泊費 (県内者�����円・県外者�����円)
・食 費 (５月��日夕食�����円､ ５月��日朝食���円､ ５月��日昼食���円)
※５月��日 (土) 昼食は各自負担｡

６. 宿 泊 宿泊室 (部屋割) は受付の際にお知らせします｡

７. 携 行 品 テキスト (実施要領)､ 筆記用具､ バスタオル､
タオル､ 歯ブラシ､ 雨具､ 着替え､ 常備薬､ 健康保険証 (写)､
ジャージ等 (寝巻き代わり／必要な方のみ)

８. そ の 他 ���学研災・学研賠に加入していること｡
���緊急時以外は電話等の取り次ぎはできません｡
���健康管理については､ 十分留意してください｡

○終了後､ レポートを平成��年６月２日 (月) までに下記へ提出する
こと｡

[提出先] 連合農学係 ������������������	�������

�����



平成26年度岐阜大学大学院連合農学研究科
研究者倫理・職業倫理､ メンタルヘルス・フィジカルヘルス日程表

会場：長良川スポーツプラザ (岐阜県岐阜市長良福光２０７０－７)
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平成26年度 連合農学研究科担当教員一覧表
(平成��年４月１日)
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平成26年度岐阜大学大学院連合農学研究科入学者状況等
Ⅰ 入学試験実施状況

① 選抜状況

② 配置大学別入学者数

③ 入学者の現役・社会人等の区分

備考 ( ) 内は, 外国人留学生を内数で示す｡
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Ⅱ 学 生 数 等 調

① 配置大学別在籍者数〔平成��年４月１日現在〕

② 在籍者の現役・社会人等の区分〔出願時〕

③ 外国人留学生の国籍等〔平成��年５月１日現在〕
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職種別就職状況

【全修了生】 【全修了生 (日本人)】

【全修了生 (留学生)】 平成��年度【全修了生】

入学者と学位取得者の推移
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入学者と学位取得者の推移
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平成26年度 入学者の研究題目及び指導教員
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平成25年度 入学者の研究題目及び指導教員 (平成25年10月入学)

�
� ���� � �

	
��

�
� ��� � � � � � � � � � � � � � � ��±²��

�
�
�
�


�

³��´

µ ¶ �

/������ �

���! ' 

	·j¸¹º`�

© fg��

���! .0����"!�

�##�����#1'& �!�

�!����'�!#!� �!��

!�2�����" �' 3

������! 

» ¼ ½
» ¾ ¿ À

Á Â Ã Ä
�
�

�


�

��ÅÆ

µ ¶ �

/��0����

(2���

���(�
��

	·j¸¹º`�

© %&��

���&' ���2���

� � &�"���*2�+

�#	.�,��� ��%

���!�� ��� .! �

���&' ��*������

�������������+��

�!��$ �����4���

!�5 , �

° Ç È É
Ê ¥ ¬

Ë ¢ Ì Í

�
�
�
	


�

����

� � �

� �� �� &.  

��� "��� ���

	ÎÏzO�

© fg��

�� .��!��#�����.��

�#0���,���!�

���!��"������!�

(!�� �����!�� ����#

$. ���

Ð Ñ Ò Ó
° Ô Õ F

� ¥ ¦ §



�����

平成25年度 入学者の研究題目及び指導教員

�
� ���� � �
	
��

�
� ��� � � � � � � � � � � � � � � ������

�
�

�
�

	



��� 

! " �

��� ��	

	# 
�
$ %&��

'()*+(�,-.

/012��34�5

67/829�:;<

=>/?@2��

A B C D
E F G H

I J K L

M�� 

N O �

P Q R S $ %&��

*TUVWX�YZ[

\]/^1_`a<b

c7def�"Xgh

/?@2��

i j k
J l m

n o p q


� ����

	# 
�
r %&��

stM�/012uv

wxyXNOz{|}

X~�5��Xgh/

?@2��

�~� � �
J l m

n o p q

�
�

�
�

	



� �

� � �

��������

	�������

	T����'�

r %&��

����������������������

� !��� �"���"�

	  ����"#��$���

%��$ !����&�����

'��������&�(��"������

� � � �
� � � �

i � �

����

! " �

�)	* +)�

)	

	�����

$ %&��

	,�������,����

	�������� �����-

��,�����.��������

� +���-!������-

�����$ �������

*�/��,�����

� � � D
� � �  

l � �

¡ ¢ £ ¤ r ¥¦��

§¨©X��ª/«

¬©®¯°>±X²

³d�´=µ/¶·@

¸¹

º » ¼ ½
¾ Q � h

¿ ¦ À Á

.��	��

��')��	-

�0!��0+

	Â T�

$ %&��

'��#��'�����,��

��0�"-1�����

%�������

0������/���

� Ã Ä Å
ÆÇP È

º » ¼ ½

�
�


�

	



��ÉÊ

N O �

Ë º Ì Í $ %&��
ÎÏXÐÑdÒvÓ4

/?@2��
P Ô Õ

J Q Ö ×

Ø � � Ù

��0+)*	

�		

	UÚÛÜ'�

$ %&��

��2"���������-

�����,����%2�������

� �����-���2#��

�3������ ��$

�� ����"����$����"

%��2�

Ý Þ ß à
á â ã ä

Ø � � Ù

��=µ

å æ �

� � ç è $ %&��

Téê*ë�~�/?

ì2íÔîï/?@2

��

ð ñ ò
# � � ó

Æ � ô �

P õ ö ä r %&��

	÷ø�ùÛ�úûü

Xýþ</012�4

�5��

ð ñ � �
��B È �

� � h à



�����

�
� ���� � �
	
��

�
� ��� � � � � � � � � � � � � � �

�
�

�
	



�

����

�  �

! " # $ % &'��

()*+,-,

����	./01)

2343��5678

9:�;<=>?@A

BCD>-@EF5

G H I J
K G L M

N O P Q

R S TUV W &'��

X4=YZ
[\]7

^_9`abc7de

9��

f S g h
i S j k

l � m n

�	� ����

�����

	o 
�

W &'��

pqrF789stu

EvwxyEzB{

��������� 5P

| } ~
� � �

� G m J

平成24年度 入学者の研究題目及び指導教員 (平成24年10月入学)
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平成24年度 入学者の研究題目及び指導教員
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平成23年度 入学者の研究題目及び指導教員 (平成23年10月入学)
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平成23年度 入学者の研究題目及び指導教員
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平成22年度 入学者の研究題目及び指導教員
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平成21年度 入学者の研究題目及び指導教員
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平成20年度 入学者の研究題目及び指導教員
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平成19年度 入学者の研究題目及び指導教員
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TEL 058-293-2985
E-mail gjab00025@jim.gifu-u.ac.jp



環境講座 ｢地球温暖化の影響を考える｣ を開催しました

岐阜大学大学院連合農学研究科 (構成大学：岐阜大学､ 静岡大学) では､ 10月18日 (土) ＪＲ岐阜駅前の進学塾校舎に
て､ 一般市民を対象に ｢環境講座～地球温暖化の影響を考える～｣ を開催しました｡
当講座は､ 高温によるイネの不稔現象､ 湖沼や森林の生態系に及ぼす影響について講義し､ 環境に興味を持つ方を対象

として､ 農業生産環境､ 自然生態環境に与える地球温暖化の影響を科学的に理解することの重要性を伝えることを目的と
するもので､ 岐阜大学大学院連合農学研究科の広報を兼ねて開催しました｡
始めに､ 千家正照連合農学研究科長から挨拶及び３名の講師の紹介を行った後､ ｢温暖化がコメの品質と稔りにおよぼ

す影響と対策｣ (岐阜大学：松井勤教授)､ ｢地球温暖化と湖生態系｣ (岐阜大学：吉山浩平助教)､ ｢温暖化による森林生態
系の変化・応答｣ (静岡大学：楢本正明准教授) の３題の講演を行いました｡ 演題毎の質疑応答では受講者から数多くの
質問 (コメの品質への影響､ 酸性雨の影響､ ３～４°C上昇による植生分布への影響等) が出され､ 受講者30名 (一般市
民22名､ 学生８名) は皆熱心に耳を傾けていました｡
終了後に回収したアンケート結果では､ 次年度も同様の環境講座の開催・受講の希望者が多く､ 地球温暖化に対し関心

が高いことが伺えました｡
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【岐阜大学大学院連合農学研究科】
岐阜大学と静岡大学で構成する博士課
程の大学院で、農学分野を中心に研究・
教育活動を行なっています。この講座
は、本研究科が中心となり、構成大学の
岐阜大学応用生物科学部、静岡大学大学
院農学研究科の協力を得て行ないます。

平成2 6年度公開講座  岐阜大学大学院連合農学研究科環境講座

地球温暖化の
影響を考える

入場無料
申込不要

テーマ毎の
参加OK

至大垣 至名古屋南口  加納口

バスターミナル

JR岐阜駅JR岐阜駅

名鉄
岐阜駅
名鉄
岐阜駅
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連合農学研究科では、『地球温暖化の影響を考える』をテーマに、構成大学である静岡大学の協力を
得て、高温によるイネの不稔現象、湖沼や森林の生態系に及ぼす影響について講義し、環境に興味
を持つ方を対象として、農業生産環境、自然生態環境に与える地球温暖化の影響を科学的に理解す
ることの重要性をお伝えします。

【主　催】岐阜大学大学院連合農学研究科　構成国立大学法人（岐阜大学・静岡大学）　  【協　賛】河合塾岐阜校
【お問い合せ】TEL  058-293-2984    E-mail  renno@gifu-u.ac.jp

挨 拶
千家 正照：大学院連合農学研究科長

12：45～13：0012：45～13：00

第1部　温暖化がコメの品質と稔りにおよぼす影響と対策

地球の温暖化は、農業生産に大きな影響をおよぼしつつあると考えられています。コメでは、すでに気温の上昇によると
考えられる品質の低下が顕在化しています。さらに温暖化が進行すると、不稔の発生が頻発し、収量が不安定になったり、
低下したりする可能性があります。高温による品質の低下に対して行われてきた対策、高温による不稔発生の仕組みと高
温に強いイネの形について解説します。

【講　師】松井　勤：岐阜大学応用生物科学部 教授

13：00～14：0013：00～14：00

第2部　地球温暖化と湖生態系

生態系とは、環境と生命の間でエネルギーと物質が循環し成立するシステムです。環境を構成する気温・水温や降雨、風
の変化は、生態系を変化させ、時に回復不可能な影響を与えます。近年、気候が変化し地球が暖まりつつあります。その
一方で、世界中で都市化・工業化が進み、過剰な化学物質が排出されています。それではこれらの変化は、生態系へどの
ような影響を及ぼすのでしょうか。本講座では、湖を題材として、地球温暖化が生態系に及ぼす影響について考えます。

【講　師】吉山 浩平：岐阜大学流域圏科学研究センター 助教

14444：10～～～～151511 ：10000014：10～15：10

第3部　温暖化による森林生態系の変化・応答

温暖化は重要な環境問題のひとつであり、温暖化に伴うその他の気候変動への影響も指摘されています。陸上植物の植生
分布は、温度や降水量など環境要因によって決定されており、温暖化に関連する環境要因の変化は植生分布やその機能に
影響を及ぼすと考えられます。森林を含めた陸上生態系が持つ環境調節機能について紹介しながら、温暖化による生態系
およびその機能への影響について考察します。

【講　師】楢本 正明：静岡大学大学院農学研究科 准教授

1555：2：2：：20～0～1616：2： 0015：20～16：20

12：45～16：20 （受付12：00）平成26年10月18日土【日　時】

【場　所】河合塾岐阜校 7階 71教室 【対象者】一般・高校生 （環境や自然に興味のある方）
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事 務 局 だ よ り
岐阜大学大学院連合農学研究科 連合農学係

小 島 辰 吉

平成25年10月１日､ 私は岐阜大学の職員となり､ 連合農学係への配属が決まりました｡ 文系の学部でしか大学生活を過
ごしたことのない私にとって､ ｢連合農学研究科｣ というのは､ まさしく ｢未知との遭遇｣ でした｡ その未知との遭遇か
ら1年以上が経ち､ 少しずつですが､ この研究科が何たるものか､ わかってきました｡
連合農学研究科は､ 留学生の全体に占める割合が半分といった､ 岐阜大学の中で最も国際化の進んだところです｡ その

ため､ 留学生の対応もしばしば英語を用います｡ 配属当初は､ 苦手意識が強い英語をできるだけ使わないよう逃げの姿勢
をとっていましたが､ 今は積極的に使うようになりました｡
そうなったのには理由があります｡ 平成26年度より､ 連合農学研究科は海外との連携12大学とのコンソーシアム ｢IC-

GU12｣ に係るプロジェクトに特別経費がつきました｡ その関係で､ 私も本年１月と12月にインドネシアへ出張しました｡
そこで､ 英語を使わないとコミュニケーションがとれない状況に初めて置かれたのですが､ 実際に英語でコミュニケーショ
ンを取ってみると､ 拙い英語でも､ 意外と意思疎通はできるのだとわかりました｡ その後､ 帰国してからは､ 留学生に対
し､ 英語でのコミュニケーションに取り組むようになりました｡
昨年度 (平成25年度) の話になりますが､ 連合農学研究科では､ 初めて定員を満たすことができませんでした｡ 今後､

日本の人口は減少し続け､ 定員の確保はさらに困難になります｡ 連合農学研究科の存続のためには､ さらなる国際化が必
要だと感じています｡ 今､ プロジェクトが進んでいることは､ 非常にチャンスです｡ すでに､ 新たな講義の開講や､ 特別
研究学生の受け入れといった試みが始まっておりますが､ 今後も継続した努力が必要となります｡ 研究科長､ 専任教員を
筆頭に､ 代議員会委員､ 研究科委員､ 事務スタッフ共々力を合わせてがんばっていきたいと思います｡
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岐 阜 大 学 大 学 院
連合農学研究科事務組織

(平成��年��月１日現在)
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研究科アドミッションポリシー
本研究科は､ 静岡大学の農学研究科及び岐阜大学の応用生物科学研究科が中心となり､ ２つの大学が有機的に連合する

ことによって､ 特徴ある教育・研究組織を構成し､ 単位制教育による多様な科目を提供し､ 複数教員による博士論文研究
指導を進めています｡
農学の理念は､ 地球という生態系の中で､ 環境を保全し､ 食料や生物資材の生産を基盤とする包括的な科学技術及び文

化を発展させ､ 人類の生存と福祉に貢献することです｡ またこの学問は､ 人間の生活にとって不可欠な生物生産と人間社
会との関わりを基盤とする総合科学であり､ 生命科学､ 生物資源科学､ 環境科学､ 生活科学､ 社会科学等を主要な構成要
素としています｡ (平成��年 ｢農学憲章｣ より抜粋)
本研究科は､ 生物 (動物､ 植物､ 微生物) 生産､ 生物環境及び生物資源に関する諸科学について､ 高度の専門能力と豊

かな学識､ 広い視野をもった研究者及び高度専門技術者を養成し､ 農学の進歩と生物資源関連産業の発展に寄与すること
を目指しています｡ そして､ 農学のもつ幅広い知識を学び､ 課題を探求し､ 境界領域や複合領域における諸問題の解決及
び課題発掘能力を醸成する教育を行います｡ また､ 高度な農学の諸技術や科学の習得を希望する外国人留学生も積極的に
受け入れます｡

求 め る 学 生 像
１. 人類の生存を基本に農学の総合性を理解し地域及び社会貢献に意欲をもつ人
２. 研究課題を自ら設定し､ その課題にチャレンジする意欲のある人
３. 専門の知識だけでなく､ 幅広い知識の吸収に意欲のある人
４. 倫理観をもち､ 農学及び関連分野でリーダーシップを発揮できる人
５. 国際的に活躍する意欲があり､ そのための基礎力をもつ人

各専攻のアドミッションポリシー
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研究科カリキュラムポリシー
本研究科は課程プログラムにおいて共通科目及び連合講座開講科目を提供します｡ 以下に主な科目等とそれぞれの目的

を示します｡ これらの履修を通して高度の専門能力と豊かな学識､ 広い視野をもった研究者及び高度専門技術者を育成し
ていきます｡
１. 総合農学ゼミナール､ インターネットチュートリアル (日本語・英語)

参加及び履修によって広範囲の高度な専門知識を習得します｡ また､ 国際コミュニケーション及びプレゼンテーショ
ン能力と情報分析・評価能力等を育みます｡

２. 研究者倫理・職業倫理､ メンタルヘルス・フィジカルヘルス
研究者・専門職業人にとっての倫理及び自己管理能力を育みます｡

３. 特別講義､ 特別ゼミナール､ 特別演習
履修により､ 高度で広範な専門知識を習得します｡

４. 特別研究
半年毎に開催される中間発表等において､ 指導教員３名から博士論文研究についての質問や有益なアドバイスなどを

受け､ 研究に反映させることにより､ 論文の完成へ導きます｡ 学年進行に伴う努力の積み上げにより､ 第３者から指摘
された問題に対して適切に対応する能力を育み､ 最終試験での評価として結実します｡ このプロセスを通してプレゼン
テーション能力を高め､ 幅広い専門知識の蓄積と活用のための整理・体系化の仕方を学びます｡

５. 農学特別講義 (日本語・英語､ 多地点遠隔講義)
広範囲の高度な専門知識を習得し､ 合わせて国際性とコミュニケーション能力を育みます｡

６. 独創的な課題研究と論文作成
問題解決の手法､ 論理的な思考法､ 発展的課題の設定法を育み､ 国内外の学会で発表するとともに学術論文として公

表することを学び､ 博士論文の基盤とします｡
７. 国際学会海外渡航助成

プレゼンテーション能力及び国際性を一層高める機会が得られるとともに､ 海外で自己の研究を客観的に評価される
機会を得ます｡

８. ��及び��

学生実験の教育補助､ 多地点遠隔講義による中間発表の装置操作補助などを行うことによって､ 教育の実践経験を積
んでいきます｡ また､ 教員の研究を補助することによって関連研究の進め方を実践下で学びます｡

研究科ディプロマポリシー
所定の年限在学し､ 所定の単位を取得していること｡ また博士論文研究指導を受け､ 博士論文の審査及び試験に合格し

た人に､ 博士 (農学) の学位を与えます｡

なお､ 課程修了にあっては､ 以下の点に到達していることを目安とします｡

１. 各自の専門領域における学識と高度な技術活用能力や分析能力を備えている｡
２. 専門領域に関連した分野における種々の諸問題について､ 幅広い知識をもって科学的に解説する能力を備えている｡
３. 独創的な研究課題を設定し､ 解決して内容を学術論文として出版化できる能力を備えている｡
４. 国内外の研究者・技術者と共同でプロジェクトを実施・推進できる能力を備えている｡
５. 研究者や高度専門技術者としての倫理性を理解し､ 規範として行動する能力を備えている｡
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研 究 科 の 構 成

研 究 科 の 基 盤 編 成
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編 集 後 記

広報編集委員長
(連合農学研究科専任教員)

鈴 木 徹

広報��号の編集が今年も無事に終わりました｡ 寄稿していただいた皆様､ 編集の取りまとめをした下通室長はじめ事務
の皆様に感謝します｡ 小生が連大専任教員となって７年､ 至らないところ､ 皆様にご迷惑をおかけした点も多かったと思
いますが､ ４月には岐阜大学応用生物科学部に異動することになりました｡ これからの､ 連農の発展を願っております｡

����年２月
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広報編集委員会委員
委員長 鈴 木 徹 (岐 阜 大 学)
委 員 土 井 守 (岐 阜 大 学)
委 員 平 松 研 (岐 阜 大 学)
委 員 小 川 直 人 (静 岡 大 学)
委 員 下 通 亘 (岐 阜 大 学)
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岐阜大学大学院連合農学研究科
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